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著作権保護の為、公表を差し控えさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巻頭図版１ 昭和20年の瀬長島（米軍撮影空中写真 沖縄県教育委員会『沖縄県史県土のすがた図説編』より） 
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巻頭図版２ 現在の瀬長島（平成16年撮影 豊見城市役所税務課所蔵） 
 



巻頭図版３ 遺構検出状況

巻頭図版４ 遺物出土状況
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本報告書は、平成17～18年度にかけて豊見城市教育委員会が実

施した瀬長島内における埋蔵文化財の範囲及び確認調査事業の成

果を記録したものです。近年、本市では、開発等に伴って埋蔵文

化財に関する照会や協議調整が急速に増加しております。本事業

は豊見城市字瀬長にある瀬長島内の埋蔵文化財の分布状況および

その性格を把握するために、文化庁の補助を受け、実施した事業

であります。

1988年発行の『豊見城村の遺跡』では、瀬長島北東部を「瀬長

古島遺跡」、瀬長島丘陵部を「瀬長グスク」として報告されてい

ます。今回の調査では島を６区画に分け調査を実施いたしました。

調査の結果、「う地区」及び「お地区」では遺構としてピット群

や集石遺構等が確認されています。出土遺物としても土器、中国

産陶磁器、タイ産陶器などの輸入陶磁器や沖縄産陶器、瓦、石器、

銭貨、青銅製品、貝製品など貴重な資料が数多く発見されていま

す。特に本市で初めて高麗系瓦が出土いたしました。このような

多くの成果をまとめた本報告書が多くの市民の文化財に対する意

識の高揚を図るとともに、文化財保護思想の普及並びに、地域の

歴史研究などの学術研究の一助として多方面にご活用されること

を期待します。

末尾になりましたが、発掘調査の実施にあたり多大なご協力を

いただきました瀬長自治会、また、資料整理作業に従事し本報告

書刊行にご協力いただきました皆様、さらに、発掘調査及び資料

整理において多大なるご指導･ご協力を賜りました関係各位に心

から感謝申し上げます。

平成20年３月

豊見城市教育委員会

教育長 大城 重光
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１．本報告書は平成��～��年度に実施した「瀬長グスク他範囲確認発掘調査」の成果をまとめたものであ

る。

２．調査は平成��年度から文化庁の補助を受け、豊見城市教育委員会が実施した。

３．本報告書に使用した地形図は、豊見城市役所発行の１／������の地形図及び平成��年度に新開技研に

委託した地形測量図１����を使用し、加筆したものである。

４．瀬長島の旧地形図は�	
�年に米軍が作成したものを複写し使用した。

５．出土遺物の鑑定、同定を下記の方々にお願いした。記して謝意を表します。（敬称略）

陶磁器 金武正紀氏（今帰仁村埋蔵文化財発掘調査アドバイザー）

古 瓦 上原 靜氏（沖縄国際大学准教授）

貝 類 名和 純氏（潟の生態史研究会会員）

石 質 大城逸朗氏（地質学専門家）

獣 骨 久貝弥嗣氏（宮古島市教育委員会嘱託員）

なお、貝類については名和純氏、獣骨については久貝弥嗣氏より玉稿を賜った。記してお礼申し上げ

ます。

６．発掘調査の実施及び報告書発刊に際し、下記の方々からのご指導・ご助言を賜った。記して感謝申し

上げます。

長田亮一氏・新田重清氏・比嘉邦昭氏・宮城晃氏・長嶺操氏（豊見城市文化財保護審議委員）阿波根

直孝氏・喜屋武俊彦氏（前豊見城市文化財保護審議委員）盛本勲氏・金城透氏・知念隆博氏・瀬戸哲

也氏（沖縄県教育委員会）金城亀信氏・山本正昭氏（沖縄県立埋蔵文化財センター）大城秀子氏・城

間宣子氏・宜野座隆行氏（南城市教育委員会）大城一成氏・城間千栄子氏（糸満市教育委員会）宮里

信勇氏（浦添市教育委員会）金城達氏（八重瀬町教育委員会）

７．本報告書の編集は伊波かおり、名嘉山美野の協力を得て大城竜也が行った。

８．本報告書の執筆分担は下記のとおりである。

大城竜也 第Ⅰ章～第Ⅳ章第１、２節８、第Ⅳ章第３節～第９節、第Ⅴ章 第Ⅷ章

伊波かおり・名嘉山美野 第Ⅳ章第２節１～６

久貝弥嗣 第Ⅳ章第２節７

名和 純 第Ⅵ章

パリノ・サーヴェイ株式会社 第Ⅶ章

９．資料整理は下記のメンバーで行った。

実測・トレース・拓本等：伊波かおり、名嘉山美野、知念明奈、赤嶺直亮

��．遺物の写真撮影は糸満市教育委員会の協力を得て行った。記して感謝申し上げる。

��．発掘調査で得られた遺物及び実測図・写真などの記録は、すべて豊見城市教育委員会文化課に保管し

てある。
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１．発掘調査に伴う地区割および測量・実測は、平面直角座標系第ⅩⅤ系による国土座標を基に行ってい

る。また、本書で表示している北は、座標北を指す。

２．基準高は全て海抜高を用い、メートル単位で表示した。

３．遺構実測図は、対象により適宜縮尺を変え掲載し、図ごとにスケールで表示した。

４．遺構実測図内で表示した岩石の記号は、次のとおりである。

Ｓ：琉球石灰岩、ＡＳ：安山岩質スコリア、ＦＳ：砂粒砂岩、ＳＳ：シルト岩

５．遺物番号は１番から通し番号を付与した。本文・挿図・写真図版の番号は一致する。

６．遺物実測図の縮尺は、必要に応じて異なる縮尺を用い、その旨のスケールで表示した。

７．地層の土色は、小山正忠・竹原秀雄編『新版 標準土色帖』����年度版 農林水産省農林水産技術会

議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修を準拠した。

８．遺物の色調は、上記の文献並びに長崎盛輝著『新版 日本の伝統色－その色名と色調－』を準拠した。

９．引用・参考文献は、各章や節の末尾に記した。

��．本書に掲載する遺物実測図の表現は、原則として下記の通りに統一した。

遺物実測図の表現
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巻頭図版

序

例言

凡例

第Ⅰ章 調査に至る経緯

第１節 調査に至る経緯 １

第２節 調査体制 １

第３節 調査経過 ２

第Ⅱ章 位置と環境

第１節 瀬長島の位置 ５

第２節 地理的環境 ５

第３節 歴史的環境 ６

第４節 民俗的環境 ７

第Ⅲ章 調査方法

第１節 グリット設定と発掘方法 ��

第２節 地区の設定 ��

第Ⅳ章 範囲確認調査の概要

第１節 基本層序 ��

第２節 出土遺物 ��

第３節 あ地区 ��

第４節 い地区 ��

第５節 う地区 ��

第６節 え地区 ���

第７節 お地区 �	�

第８節 か地区 ���

第９節 海岸踏査 ��


第Ⅴ章 その他の遺跡 ���

第Ⅵ章 瀬長グスクから出土した貝類の生息環境 ���

第Ⅶ章 理化学分析成果 ���

第Ⅷ章 総括 ���

報告書抄録
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巻頭図版１ 昭和��年の瀬長島

巻頭図版２ 現在の瀬長島

巻頭図版３ 遺構検出状況

巻頭図版４ 遺物検出状況

� � � �

第１図 沖縄本島及び豊見城市の位置 ３

第２図 瀬長島の位置 ４

第３図 琉球国之図 ７

第４図 ����年の瀬長島 ８

第５図 発掘調査区 ９

第６図 グリット設定図 ��

第７図 基本層序図 �	

第８図 青磁１ �


第９図 青磁２ ��

第��図 青磁３ ��

第��図 青磁４ ��

第��図 白磁 ��

第��図 青花・黒釉陶器・褐釉陶器 �


第��図 あ地区地形図 	�

第�
図 あ地区簡易層序断面図 	�

第�	図 Ｊ５－サ 南壁 	�

第��図 Ｊ５－サ 西壁 	�

第��図 Ｊ６－ア 南壁 	�

第��図 Ｊ６－ア 西壁 	�

第��図 Ｉ７－カ 南壁 	�

第��図 Ｉ７－カ 西壁 	�

第��図 あ地区出土遺物 	


第��図 い地区地形図 		

第��図 い地区簡易層序断面図 		

第�
図 Ｃ��－キ 北壁 	�

第�	図 Ｃ��－キ 東壁 	�

第��図 Ｃ��－セ 北壁 	�

第��図 Ｃ��－セ 東壁 	�

第��図 Ｃ��－ヌ 北壁 	�

第��図 Ｃ��－ヌ 東壁 	�

第��図 Ｆ��－ヌ 北壁 ��

第��図 Ｆ��－ヌ 東壁 ��

第��図 い地区出土遺物 ��

第��図 う地区地形図 ��

第�
図 う地区簡易層序断面図 ��

第�	図 Ｈ�
－キ 東壁 ��

第��図 Ｈ�
－キ 南壁 ��

第��図 Ｈ�
－シ 東壁 �


第��図 Ｈ�
－シ 南壁 �


第��図 Ｈ��－テ 東壁 �	

第��図 Ｈ��－テ 南壁 �	

第��図 Ｈ��－テ 遺構平面図 ��

第��図 Ｈ��－テ・ト 南壁 ��

第��図 Ｈ��－テ・ト 柱穴遺構平面図 ��

第�
図 Ｈ��－テ・ト Ｐ１ ��

第�	図 Ｈ��－テ・ト Ｐ２ ��

第��図 Ｈ��－テ・ト Ｐ３ ��

第��図 Ｈ��－テ・ト Ｐ４ ��

第��図 Ｉ��－コ・ソ 東壁 ��

第
�図 Ｉ��－サ 北壁 ��

第
�図 Ｉ��－ク 北壁 �


第
�図 Ｉ��－ク 東壁 �


第
�図 Ｉ��－セ 南壁 �	

第
�図 Ｉ��－セ 西壁 �	

第

図 Ｊ��－オ 東壁 ��

第
	図 Ｊ��－オ 南壁 ��

第
�図 Ｊ��－キ 南壁 ��

第
�図 Ｊ��－キ 西壁 ��

第
�図 Ｌ��－ア 西壁 ��

第	�図 Ｌ��－ア 北壁 ��

第	�図 Ｏ��－ソ 北壁 ��

第	�図 Ｏ��－ソ 東壁 ��

第	�図 Ｏ９－ト 西壁 ��

第	�図 Ｏ９－ト 北壁 ��

第	
図 Ｎ６－ト 北壁 ��

第		図 Ｎ６－ト 東壁 ��

第	�図 Ｊ��－コ 西壁 ��

第	�図 Ｊ��－コ 北壁 ��

第	�図 Ｍ��－ア 東壁 �


第��図 Ｍ��－ア 南壁 �


第��図 う地区出土遺物１（青磁） ���

第��図 う地区出土遺物２（青磁） ��


第��図 う地区出土遺物３（青磁） ���

第��図 う地区出土遺物４（青磁） ���

第�
図 う地区出土遺物５（青磁） ���

第�	図 う地区出土遺物６（白磁・青花） ���

第��図 う地区出土遺物７

（褐釉陶器・黒釉陶器・カムィヤキ） ���

第��図 う地区出土遺物８（グスク系土器） ���

第��図 う地区出土遺物９（古瓦） ��	

第��図 う地区出土遺物��（金属製品） ���

第��図 う地区出土遺物��（石器） ���
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第��図 う地区出土遺物��（貝製品） ���

第��図 え地区地形図 ���

第��図 え地区簡易層序断面図 ���

第��図 Ｌ５－オ 北壁 ��	

第��図 Ｌ５－オ 東壁 ��	

第�	図 Ｌ４－ノ 北壁 ���

第��図 Ｌ４－ノ 東壁 ���

第�
図 Ｋ３－ス 検出状況 ��


第
�図 お地区地形図 ���

第
�図 お地区簡易層序断面図 ���

第
�図 Ｋ８－ケ 西壁 ���

第
�図 Ｋ８－ケ 北壁 ���

第
�図 Ｊ９－ス 北壁 ���

第
�図 Ｊ９－ス 東壁 ���

第
�図 Ｉ��－イ 北壁 ���

第
	図 Ｉ��－イ 東壁 ���

第
�図 Ｈ��－ツ 西壁 ���

第

図 Ｈ��－ツ 北壁 ���

第���図 Ｇ��－ス 北壁 ���

第���図 Ｇ��－ス 東壁 ���

第���図 Ｇ��－ス 遺構平面図 ���

第���図 Ｇ��－ス Ｐ３ ��	

第���図 Ｇ��－ス Ｐ４ ��	

第���図 Ｆ��－シ 北壁 ���

第���図 Ｆ��－シ 東壁 ���

第��	図 Ｅ��－オ 北壁 ��


第���図 Ｅ��－オ 東壁 ��


第��
図 Ｄ��－ソ 南壁 ���

第���図 Ｄ��－ソ 西壁 ���

第���図 お地区出土遺物 ���

第���図 か地区地形図 ���

第���図 か地区簡易層序断面図 ���

第���図 Ｌ��－オ 東壁 ���

第���図 Ｌ��－オ 南壁 ���

第���図 Ｊ��－ネ 北壁 ��	

第��	図 Ｊ��－ネ 東壁 ��	

第���図 海岸踏査調査区 ���

第��
図 海岸踏査確認遺物 ���

第���図 戦争遺跡分布図 ���

� � �

第１表 遺物出土一覧 �


第２表 遺物分類一覧 �	

第３表 脊椎動物遺体出土一覧 ��

第４表 貝類出土一覧（巻貝） �


第５表 貝類出土一覧（二枚貝） ��

第６表 あ地区遺物出土一覧 ��

第７表 あ地区遺物観察一覧 ��

第８表 い地区遺物出土一覧 	�

第９表 い地区遺物観察一覧 	�

第��表 ピット遺構出土遺物一覧 ��

第��表 う地区遺物出土一覧 
	

第��表 う地区遺物観察一覧１（青磁） ���

第��表 う地区遺物観察一覧２（青磁） ���

第��表 う地区遺物観察一覧３（青磁） ��	

第��表 う地区遺物観察一覧４（青磁） ���

第��表 う地区遺物観察一覧５（青磁） ���

第�	表 う地区遺物観察一覧６（白磁・青花） ���

第��表 う地区遺物観察一覧７

（褐釉陶器・黒釉陶器・カムィヤキ） ��


第�
表 う地区遺物観察一覧８（グスク系土器） ���

第��表 う地区遺物観察一覧９（古瓦） ���

第��表 う地区遺物観察一覧��（金属製品） ���

第��表 う地区遺物観察一覧��（石器） ���

第��表 う地区遺物観察一覧��（貝製品） ���

第��表 お地区遺物出土一覧 ���

第��表 お地区遺物観察一覧 ���
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豊見城市は、沖縄本島の南西部に位置する市である。市の総面積は������、総人口�����	人（男
�����

人、女

����人）で、世帯数が�
�	
�世帯である。（平成�	年��月末日現在）

県庁所在地の那覇市と隣接するために近年、人口も急増し、平成��年４月１日に市制施行を実現した。

（第１図）

瀬長島は、本市唯一の島である。戦後、那覇飛行場の弾薬庫として米軍に接収され、昭和�
年に返還さ

れた返還軍用地である。本市は返還後、数度にわたる開発計画を作成し、コミュニティー・スポーツ広場

やサンセットパーク、市道整備事業を進め、平成��年度には空の駅物産センターなど公的な施設整備が行

われてきた。こうした中、平成��年３月には沖縄振興特別措置法に基づく沖縄県観光振興計画において、

瀬長島をはじめ字瀬長、字与根、字豊崎が「エアウェイリゾート豊見城」として、観光振興地域に指定さ

れた。

また、国土交通省、沖縄総合事務局、沖縄県で構成する那覇空港調査連絡調整会議が設置され、那覇空

港の能力向上策の総合的調査を進めている。那覇空港を離発着する航空機が年々増加し、平成
�（
���）

年頃には空港能力が限界に達し、滑走路の利用に余裕がなくなることが報告されいる。そのため、空港拡

張整備事業が計画され、平成��年��月には滑走路増設案の４案が検討され、４案すべてが瀬長島の形状を

変更する必要があると示している。

これら瀬長島の大規模な開発計画に対応するため、平成��年度より文化庁の補助を受けて国庫補助事業

として予算化し、「瀬長グスク他範囲確認事業」として着手した。

��� � � 
 �

試掘調査による瀬長グスク他範囲確認調査は平成��年度～平成��年度にかけて実施し、資料整理及び報

告書作成にかかる業務は平成��年度～平成�	年度にかけて実施した。調査体制は下記の体制により実施し

た。

事 業 主 体 豊見城市教育委員会

事業責任者 教育長 志田 安徳（平成��年度）

〃 大城 重光（平成��年度～平成�	年度）

事 業 総 括 生涯学習部 生涯学習部長 宜保 剛（平成��年度～平成�	年度）

〃 文化課長 天久 光宏（平成��年度）

〃 〃 宜保 馨（平成��年度～平成�	年度）

事 業 事 務 文化課 文化係長 嘉数 浩（平成��年度）

〃 〃 与那嶺 豊（平成��年度～平成�	年度）

調 査 業 務 〃 文化係主査 大城 竜也（平成��年度～平成�	年度）

調 査 業 務 文化課 臨時職員 仲宗根 亨（平成��年度）

〃 〃 久貝 弥嗣、伊波 かおり（平成��年度）

資料整理業務 〃 文化係主査 大城 竜也（平成��年度～平成�	年度）

〃 臨時職員 赤嶺 直亮、伊波かおり、知念 明奈、

名嘉山 美野（平成�	年度）

委託業務 測量・磁気探査・土工 有限会社 新開技研（平成��年度）

〃 有限会社 日章技研（平成��年度）
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第１図 沖縄本島及び豊見城市の位置
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豊見城市は東シナ海に面した沖縄本島南西部に位置し、北側に県庁所在地である那覇市、東側に南風原

町・八重瀬町、南側を糸満市と隣接している。

本市は長方形状を呈し、東西に�����、南北に�����、総面積�	�
��である。人口は����
	人（平成�	

年��月末現在）で那覇のベットタウンとして人口は年々増加傾向にあり、都市化が著しく進んでいる。平

成�
年３月
�日に	
年（�	��年の町村制施行から）にも及ぶ村制を閉じ、平成�
年４月１日から「豊見城

市」に昇格した。

地形的には東シナ海の平野部とそれを取り囲む丘陵部に分けることができ、畑、原野、山林、住宅など

が広がっている。内陸部は北東から南西に饒波川が流れ、それと平行して南風原町、那覇市との境界に国

場川が流れ、県内でも有数の野鳥の渡来地である漫湖で合流している。

本市の地質は主に泥灰岩土壌（シルト岩）・琉球石灰岩・島尻マージ（赤土）が分布している。その土

壌は肥沃で都市近郊農業が盛んに行われるようになった。

瀬長島のある豊見城市字瀬長は字田頭・字与根・那覇市具志の３カ字に隣接し、豊見城市の西に位置し

ている。瀬長島は国道

�号線の西側に位置し、字瀬長の沖合にある。

��� �
���

瀬長島は那覇空港の南約���㎞にあり、面積は�������㎡、最高標高
����、周囲������の豊見城市唯一

の島である。

瀬長グスクは、豊見城市北西部の標高
���ｍの砂岩及び琉球石灰岩の瀬長島丘陵地に立地する。北側に

は那覇空港などの平坦地及び具志川が延び、南側は与根平野が広がることから、自然を巧みに利用した立

地である。

瀬長グスクは周辺一帯では高所に位置するため、グスク内からは北には那覇港、東には小禄丘陵、渡嘉

敷グスク、平良グスク、南には珠数森、保栄茂グスク、阿波根グスク、西には慶良間諸島を望むことがで

きる。

瀬長グスク周辺の地質は、第三紀鮮新世の島尻層群の泥岩・砂岩を基盤とし、第四紀更新世の琉球石灰

岩が上層に分布する。透水層の琉球石灰岩と島尻層群泥岩との境で水分が湧き水として現れる場所が数カ

所存在する。

このように瀬長グスクは、防敵や視界、水の確保などのグスクの重要な要素を備えていた場所に立地し

ているといえる。

��� �����

瀬長島の北東側には平坦な地形が広がり、「古島（フルジマ）」と呼ばれている。そこは、かつて集落

があった場所、先祖が生活していた場所と伝えられている。その場所は、昭和��年まで瀬長の人々が生活

をしていた。また、島中央部に丘陵があり、そこに「瀬長グスク」があったと伝えられている。

瀬長グスクの築城年代については、これまで分布調査による現地踏査や聞き取り調査しか行われておら

ず、詳細なことは不明であった。瀬長グスクの様子については、琉球王府が���
年に編集した地誌『琉球

国由来記』によると、「瀬長按司ハ王位の御婿ニテ…（巻八・那覇由来記イベガマノ事）」とあり、また、

「往古ハ瀬長按司居住ノ跡アリ…（巻十二・各処祭祀）」と瀬長按司がいたグスクであったとする記述が

ある。その後、��
�年に編集された地誌『琉球国旧記』によると、「中山王、精兵を発して攻め滅ぼす。

－�－



（巻之五・古城）」とあり、瀬長按司が反乱を起こし、当時の中山王に討ち滅ぼされたとする記述がある。

（註１）

また、東恩納寛淳は、����年に作成された「海東諸国紀」の「琉球国之図」の中で「阿義那之城の図示

する位置は恰度瀬長島で古へここに瀬長城があった筈であるが…」と述べている。

島内には按司墓、三様御嶽（ミサマウドゥン)、上ヌウマンチュー、下ヌウマンチュー、竜宮継宮（リュ

ウグチング)、ウタキの６つの拝所と御月井（ウチチガー)、按司井（アジガー)、産井（メーヌカー)、波

平井（ハンザガー)、知念井（チニンガー）の５つの井泉があり、知念井は、組踊「手水の縁」の舞台に

なった井戸といわれている。

瀬長島の御嶽については、『琉球国旧記』によると、瀬長嶽、志茂田の嶽、赤崎嶽が「瀬長山に在り

（附巻之三）」となっており、瀬長山が瀬長島であるかどうかは不明である。

瀬長島は昔、アンジナと称されていた。これは砂島の上に丘があり、そこに瀬長按司が城をかまえたの

で、按司のいる砂島から転じてアジシナジマ、それからアンジナになったと伝えられている。また、鳥鳴

かん島（といなかんしま）とも称されていた。鶏を飼うと必ずハブが鶏を食べに山から下りてきたといわ

れている。このことについて、和文学者の平敷屋朝敏が仲風節の中で「うき世鳥なかぬ しまのあらば」

と瀬長島をかけて歌ったといわれている。

去る沖縄戦では、旧日本軍の沿岸砲台が置かれたこともあり、瀬長島は米軍による集中砲火を浴び、焦

土と化し、戦後、島が米軍の那覇飛行場の拡張整備や補助施設（弾薬庫）として長期にわたり接収された

ため、島の地形が大きく変貌している。そのため、島内にあった拝所や井泉は、豊見城警察署の隣にある

アカサチ森の下に瀬長区民によって移されている。

本市は現在のところ分布調査で確認された遺跡の殆どがグスク時代～近世の遺跡であるが、伊良波東遺

跡が本市でもっとも古く、貝塚後期～グスク時代の遺跡と考えられている。

註１ 『豊見城村史 第９巻 文献資料編』 沖縄県豊見城村 ����年３月

��� ����	

平成��年度の調査を行う前に、戦前の瀬長島の状況を把握するため、平成��年６月３日に瀬長区民から

聞き取り調査を行った。瀬長グスク、拝所、井泉等の位置や戦前の状況を把握することを調査の目的とし

て行った。

まず、瀬長グスクについては、瀬長島の人々は瀬長グスクを東西に分け、東グスク（アガリグスク)、

西グスク（イリグスク）と呼んでいた。瀬長グスクがあった場所は、琉球石灰岩が散乱していたという。

また、東グスクと西グスクの境目に人ひとりが通れるような道（トートーミーグワー）があったとのこと

だった。現在、瀬長グスクがあったとされる丘陵の高さより戦前の瀬長グスクがあった丘陵はもっと高かっ

たという。このことについては、昭和��年に米軍が作成した地形図と現在の瀬長島の地形図を比較するこ

とにより確認することができた。

戦前、島内にあった上ヌウマンチュー、下ヌウマンチュー、リュウグチング、ウタキ、按司墓の５つの

拝所については、米軍接収時代の掘削などにより島の地形が大きく変貌していることなどから正確な位置

を確認することはできなかった。しかし、現在、島内に設置者不明でいくつかの拝所が設置され、その拝

所の位置が戦前の瀬長島にあった拝所の位置と近いことなどから確認することができた。位置を確認する

ことができた拝所は、上ヌウマンチューと下ヌウマンチュー、リュウグチングの３つの拝所は島の西端に

位置していたことがわかった。按司墓については、現在、コンクリートブロックで丘陵中腹の平場に設置

されているが、本来、その場所ではなく、丘陵中腹の岩陰を利用して石積みで囲うような形であり、石積

みの上から按司墓の中を見ることができたという。また、按司墓の中には、厨子甕等はなく、白い板があっ

たという。

井泉については、戦前までは島内に按司井（アジガー)、産井（メーヌカー)、知念井（チネンガー)、

御月井（ウチチガー）の４つの井泉があったという。按司井については、按司墓の近くにあり、生活用の

－�－



 
井戸として利用されていたという。また、産井は、水質が悪く、生活用の井戸としては利用されず、産水や若水とし

て利用されていたという。知念井や御月井は、集落から離れたところにあったため、生活用の井戸としては利用さ

れなかったようである。戦前の瀬長集落の家々には井戸があり、按司井の利用頻度は低かったようである。 

その他の拝所としては、ミサーヤー（三様）御殿とヤトクルーがある。ミサーヤー御殿は、島の南東側にあり、子宝岩

の近くにあった。岩陰を利用して、その中に３つの厨子甕を安置して瀬長按司に関係する三人が葬られており、そ

の厨子甕を拝んでいたという。また、ヤトクルーは、人骨が野ざらしで置かれていた場所をそう呼んでいたとのことだ

った。この場所は、台風などの嵐の時は骨が流されることもあったという。昭和初期に九州帝国大学の金関丈夫教

授が調査の際に瀬長島から人骨を持ち帰ったとの記録が残っていた。（註１）その人骨がヤトクルーから持ち帰った

のかは確認できていない。当時、島には墓はなく、瀬長の人々のお墓は那覇市具志地区との境目にある丘陵一帯

にあり、現在は「田頭・瀬長北側古墓群」として位置づけられている。 

 
註１ 金関丈夫「琉球の旅（十五）」 『歴史と地理』 第29巻第４号 肇文社星野書店 1930年 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

著作権保護のため、公表を差し控えさせていただきます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３図「琉球国之図」（申叔舟著「海東諸国紀」より一部掲載 沖縄県立図書館所蔵） 
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           第４図 1947年の瀬長島（米軍作成地図）  
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第５図 発掘調査区
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経層

今回の調査では



カ、���－ソ、�９－ト、�６－ト、���－コ、���－アの�	グリットから構成される地区である。特に


��－シにおいては、丘陵上からの二次堆積土層が厚く堆積しており、海岸からの砂層と相まって混砂シ

ルト質の土質を形成している。また、���－ソ～��－トにおいては、新砂丘層の下に基盤の砂岩と琉球

石灰岩の混礫層が確認できた。

え地区は、第２丘陵面の南東部に立地しており、
５－オ、
４－ノ、�３－スの３グリットにより構

成される地区である。本地区は、米軍接収時代の削平が大きく、基盤の琉球石灰岩層まで及んでいた。

お地区は、第２丘陵面の東部に位置しており、�８－ケ、�９－ス、���－イ、
��－ツ、���－ス、�

��－シ、���－オ、���－ソの８グリットから構成される地区である。特に���－イ、
��－ツ、���－ス

においては、グスク時代の旧表土層が堆積しており、その下には島尻マージ層が形成していた。また、�

��－オにおいては、米軍接収時代の削平の影響が大きく、基盤である島尻層群豊見城層まで及んでいた。

か地区は、瀬長島中央部の頂上付近に位置しており、���－ネ、
��－オの２グリットから構成される。

本地区は、え地区同様に基盤の島尻層群豊見城層まで米軍接収時代の削平を大きく受けていた。

－��－



第６図 グリット設定図
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��� ����	
��


��� ����

������

瀬長島の地形の形成過程については、地理的環境でも述べたとおりである。基本層序は、これらの地理

的環境と各層位の時期と生活を考慮して大きくⅠ～Ⅷ層に分層した。各グリットにおける層序は、この基

本層序の解釈の範囲内で捉えることができるものの、混入物や色調、質などにおいて若干の違いが認めら

れる。そこで、各グリットの層序に関しては、独立して層位観察を記述するものの、基本層序との関係性

を述べることで、相互の関係性の理解に努める。

��	
��

Ⅰ層：現在の腐食土。�������黒褐色。シルト質土。２～３㎝の石灰岩礫を含む。

Ⅱ層：米軍接収時代の造成土。

Ⅲ層：近代～戦前にかけての耕作土。����	��～	�
にぶい黄褐色。細砂。白色粒子（石灰岩粒？）を比

較的密に含んでいる。頂上部周辺を主体に確認される層であり、その質、混入物によって細分され

る。

Ⅳ層：グスク時代の旧表土層。������
暗褐色。シルト質。

グスク時代を示すⅣ層は、頂上部周辺と北西部、北東部で確認される層である。しかしながら、そ

の形成過程や質、色調の違いなどで３つに分けられる。

Ⅳ－１層：北西部で確認されるⅣ層である。海岸線に近く、砂質が混在する丘陵上部からの二次堆積層

（一部旧表土面を含む）として捉えられる。

Ⅳ－２層：第２丘陵面において、確認されるⅣ層であり、マージを母体として、土壌化したグスク時代

の旧表土面として捉えられる。

Ⅳ－３層：北西上部で確認されるⅣ層で、北西下部より上位に位置し、シルト質の二次堆積層として捉

えられる。

Ⅴ層：新砂丘層。北西～南西部の海岸線で確認された砂質層である。

Ⅵ層：島尻マージ層。土質により３つに細分される。

Ⅵ－１層：��	��
�
褐色。シルト質。極僅かに黒色粒子（マンガン？）を含んでいる。

Ⅵ－２層：��	��
�
褐色。極細砂～シルト質。１��以下の白色粒子（石灰岩粒と考える）を僅かに

含む。

Ⅵ－３層：����
�
褐色。粘質土。基盤の琉球石灰岩の直上に堆積し、��㎝大の石灰岩礫を含む。

Ⅶ層：琉球石灰岩。一部が風化し、����
��明黄褐色、シルト質土を形成している。主として頂上部周

辺で確認されている層である。

Ⅷ層：島尻層群豊見城層。調査区の北側及び頂上部付近に見られる層である。細粒砂層（ニービ）と泥岩

（クチャ）が互層になって堆積している。層の一部分には、２～４㎝程度の細粒砂岩（ニービヌフ

ニ）が水平堆積する層も認められる。

－�	－
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第
７
図
基
本
層
序
図



がある



� �

瓦は、���点出土している。明朝系瓦が大半を占め、高麗系瓦が３点（個体数２点）得られた。明

朝系瓦には、還元焔焼成と酸化焔焼成の二種類があるが、そのほとんどが酸化焔焼成である。出土地

点は、い・う地区から確認された。

� ����

金属製品は、８点出土している。材質で大別すると鉄製品と銅製品が得られた。鉄製品は角釘が３

点、釘状製品が１点得られた。銅製品は�、八双金物、銭貨、簪がいずれも１点づつ出土している。

出土地点は、う地区となっている。

	 
��

��

石器総数は��点で、石斧、敲石兼凹石、敲石、砥石などがある。石製品が１点得られている。人為

的に粒状の鉱物を練って成形されていると思われる資料を石製品とした。出土地点は、あ・う・お地

区となっている。

� ���

貝製品は、総数��点が得られた。大別して装飾品と実用品に分けられる。装飾品は玉類で、マガキ

ガイの丸玉が２点、マダライモガイの臼玉が１点である。実用品はタカラガイ製品（貝錘）が９点、

ヤコウガイ製品（貝匙）が１点出土している。出土地点は、う地区である。

� ���

木製品は、用途不明の木片が４点出土している。出土地点は、あ・う地区となっている。

� ����

���������

節足・脊椎動物は、魚類・爬虫類・鳥類・哺乳類が出土している。魚類が最も多く、う地区の�

��－トからの出土する。

��� 

貝類はコンテナ��箱と大量に出土しており、腹足綱（巻貝類）が�	�種、二枚貝綱が
�種、合計

���種と多種にわたっている。う地区からの出土がコンテナ��箱と多い。

礁池干潟および礁池に生息する貝が、とくに多く出土している。

!�"#$%�
&


スコリア及び軽石が検出された。出土地点は、う地区となっている。層序ごとに計量を行い、重

量を記した（第��表う地区遺物出土一覧１ｃ）。

スコリアは、とくに��
－シの��＝�
�		～�
�
	ｍより出土しており、軽石は少量である。ス

コリア及び軽石についての詳細な検討は、本発掘に委ねる。

－��－



第１表 出土遺物一覧１�
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地
区
名

グ
リ
ッ
ト
名 層

序

遺
物
名

青
磁

白
磁

青
花

黒
釉
陶
器(

天
目)

褐
釉
陶
器
な
ど

カ
ム
ィ
ヤ
キ

グ
ス
ク
系
土
器

沖
縄
産
施
釉
陶
器

沖
縄
産
無
釉
陶
器

陶
質
土
器

本
土
産
陶
器

本
土
産
磁
器

高
麗
系
瓦

明
朝
系
瓦

金
属
製
品

鉄
線

鉄
塊

鉄
片

ナ
イ
フ
？

青
銅
パ
イ
プ

銅
線

砲
弾
破
片

銃
弾

石
器

石
製
品

貝
製
品

木
製
品

木
片

焼
土

ガ
ラ
ス
片

は
り
が
ね

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

硬
貨

レ
ン
ガ

ジ
ッ
ポ

薬
莢

タ
イ
ル

ス
コ
リ
ア

軽
石

出
土
遺
物
層
序
計

あ地区

�５�サ
②層 � � �

③層 � � 	 


�７�カ
②層 � � 	

⑤層 � � � 	 � �

い地区


���キ 表採 � �


���ｹ・
���ﾇ 表採 � �


��・１８ 表採 � � � �


１８－ヌ
④層 � � �

⑤層 � � 	

�１７－ヌ 表採 � � �
 �� 	 ��

��� 表採 � �

う地区

����キ
⑧層 � ○ ○ �

廃土 ○ ○ �

����シ

表採 � �

⑨層 � � � � ○ ��

⑩層 �� � � � � 	 � ○ ��

⑪層 �	 � � � � ○ ��

⑫層 � �

⑬層 � � � � ○ ��

⑭層 
 � � �

⑮層 � � �

⑰層 � � � �

⑱層 � � �

⑳層 � � 	

�層 � �

�層 � � � ○ ○ 	

廃土 	� 	 	 � �� � 	 � � � �� � � ○ ○ �	

����テ

表採 � � � � 	 �� �
 �� �� ○ ���

①層 � � �

②層 � � � � �� � �� � � �� � � � ��


③層 � � � 	 	 �� �� � � � ��

④層 �
 � � � � 	 � � � ○ ��

⑥層 � � � �

⑧層 � �

⑨層 	 � �

⑪層 	 � �

⑬層 � � �

⑮層 � �

⑱層 � �

廃土 	 	

����ト 表採 � � � 	

����テ・ト

②層 � � �

③層 � � � � � ��

⑦層 � 	 ��

⑨層 � � � � � � ��

⑩層 �� � � � � ○ ��

⑬層 ○ �

⑭層 � �

廃土 � � � � 
 � ��

���・���・���・��	・��� 表採 � �� � �� 	�� � 
 ���

���・���・���・��	 表採 � � 	

���周辺 表採 � � � � �� 	


���、��� 表採 � �

��� 表採 � �

����ア 表採 � 	 	 � � ��
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地
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名

グ
リ
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名 層

序

遺
物
名

青
磁

白
磁

青
花

黒
釉
陶
器(

天
目)

褐
釉
陶
器
な
ど

カ
ム
ィ
ヤ
キ

土
器

沖
縄
産
施
釉
陶
器

沖
縄
産
無
釉
陶
器

陶
質
土
器

本
土
産
陶
器

本
土
産
磁
器

高
麗
系
瓦

明
朝
系
瓦

金
属
製
品

鉄
線

鉄
塊

鉄
片

ナ
イ
フ
？

青
銅
パ
イ
プ

銅
線

砲
弾
破
片

銃
弾

石
器

石
製
品

貝
製
品

木
製
品

木
片

焼
土

ガ
ラ
ス
片

は
り
が
ね

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

硬
貨

レ
ン
ガ

ジ
ッ
ポ

薬
莢

タ
イ
ル

ス
コ
リ
ア

軽
石

出
土
遺
物
層
序
計

う地区

����コ
①層 � � �

②～④層 � � � � � � ��

廃土 � �

����ソ
②～④層 � � � � 	

⑤層 � �

���周辺 表採 � �

��� 表採 � � � 


���‐ｻ・���‐ｺ・ｿ 廃土 � �

����サ

表採 � � � �

①層 � �

②・③層 � � � � � � ��

③層 � � �

④層 �� � � � ��

③・④層 � �

⑧層 � �

廃土 � �

����ク

表採 � � �

①層 � � � �

②層 � � � 
 ��

③層 	 � � � � � �


④層 
 � � � � �


����ｸ周辺 表採 � � �

��� 表採 � � � � �

���周辺 表採 � � � � ��

���・���
廃土 � �

②～④層 � �

����オ

表採 � � � 	 � �

②層 � � � � � 


④層 � �

⑦層 � � � 	

����キ

表採 	 � �� ��

③層 	 	

⑥層 � �

⑦層 � �� � 
 ��

����ｷ・����ｵ 表採 � � �	 ��

���・��� 表採 � �

����ア

撹乱 � 	 


④層 � � � �

⑨層 	 � � ��

⑩層 � � �

����コ 表採 � � � � ��

�
�ト ④層 � �

����ア
⑤層 �� ��

⑦層 � � 
 � 	 � �� � � ��

お地区

���ケ 表採 � �

����イ

表採 � �

②・③層 � � �

④層 	 � � � � � � � �


⑤層 � � � �

����ツ
③・④層 � � � 


⑥層 � �
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第８図 青磁碗・小碗



����

直口口縁無文皿、腰折れ外反皿、口折皿が出土している。

④ 無文直口皿

口唇部を肥厚させ、胴部からまっすぐ立ち上がる器形である（第９図��）。

⑤ 無文外反皿

緩やかに外反する口唇部をもつ（第９図��）。

⑥ 無文口折皿 類似資料は、『今帰仁Ⅱ』の口折皿である。

内体面から鍔上面へ折れる部分が明瞭な稜をもつ無文皿である（第９図��）。

����

盤は、鍔縁盤、直口口縁盤、底部が得られた。鍔縁盤の器形は、高台から直線的に口縁部に至り、口

縁鍔端はつまみ上げられる。『今帰仁Ⅱ』の鍔縁盤Ⅱ群に類似している。底部は三つに分類した。

⑦ 鍔縁盤Ⅰ－ａ

篦彫りによる幅広（約��ｍｍ前後）の蓮弁文を内体面に丁寧に廻らせる（第９図��）。

⑧ 鍔縁盤Ⅱ

２本以上の櫛で内体面に蓮弁文を廻らし、外体面は無文とする（第９図��）。

⑨ 直行口縁盤

器形は体部から直線的に開き、口縁部を微弱な玉縁口縁とする。内外体面は無文とする（第９図��）。

『今帰仁Ⅱ』の直口口縁Ⅱに類似しており、『首里城京の内跡』（註４）で報告されている。

⑩ 盤底部分類 盤底部ａ 碁笥底に近い外観を呈するもの（第９図��）。

盤底部ｂ 高台をもつもの（第９図�	）。

盤底部ｃ 碁笥底を呈し、底部の厚みが約３ｃｍと厚く、淡緑色の釉を高台際・畳付

外側まで施釉、内外面とも無文とするもの（第９図�
）。

���	

碁笥底杯が得られた。口縁部片と底部が出土し同一固体と思われる。

⑫ 碁笥底杯

底部は碁笥底で直口口縁となる。明るい灰黄緑色の釉を高台際・畳付外側まで施釉、内外面とも無文

である（第９図��）。『今帰仁Ⅱ』の碁笥底小杯に類似している。

�
���

香炉は、三足香炉の口縁部資料が得られた。

⑬ 三足香炉

直立する体部から口唇が凹む寄口口縁となる（第９図��）。『今帰仁Ⅱ』の香炉Ⅰ類に類似している。

�
��

壷は、盤口壷と酒会壺が得られた。口縁部及び胴部資料のため、全形はうかがえない。酒会壺は、胴

部小破片のため実測を割愛した。

⑭ 盤口壺

鍔縁盤の口縁部を内側につまみあげた口唇部を持つ壷である（第９図��）。

－��－

（註４）金城亀信『首里城跡 －京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）』沖縄県教育委員会 ���
年
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第９図 青磁皿・盤・杯・香炉・壺



�������	
��

����

龍泉窯系青磁の中でも多く出土し、雷文帯碗、蓮弁文碗、無文外反碗、底部が得られた。器形と文様、

素地、底部内外面の施釉範囲等の特徴から分類を試みた。以下、分類概念を記述する。

① 雷文帯碗

器形は直口口縁で、比較的厚い釉を施釉する。亀井が４類型したうちのＤタイプ（註５）に類似して

いる。山田城跡の資料ではＢとＤタイプが見られ、��世紀後半～��世紀前半と編年している。外面口縁

部付近に片切彫りによる雷文帯を廻らし、体部に区画を設けているようである。内面には刻花花文を配

し、見込み部分に陰圏線２本を廻らせている。上田分類では、Ｃ－Ⅱに該当する（第��図��）。素地は

灰白色の微粒子で、黒・茶色粒の混入物を含む。釉薬の色調は、黄みの明るい灰緑である。

② 蓮弁文碗

底部に近い胴部小破片のため、実測を割愛した。

③ 無文外反碗Ⅰ－ａ

器形は、腰部が豊かに張る。上田分類Ｄにほぼ該当する。比較的厚い釉を施釉する（第��図��）。

�����

無文外反小碗が得られた。

④ 無文外反小碗

器形は、外反口縁である（第��図��）。

���	

皿は、無文直口皿、稜花皿が得られた。

⑤ 無文直口皿

器形は浅く、底部からの立ち上がりは直線的で、口唇部を微弱に外反させる（第��図��）。『今帰仁

Ⅱ』の直口口縁無文皿に類似している。

⑥ 稜花皿

強く屈曲する腰部から外反する口縁部がつく器形である。内面に草花文を施し、口唇部に刻みを入れ

るもの〔稜花皿ａ〕（第��図��）と、入れないもの〔稜花皿ｂ〕（第��図�	）に分けられる。『今帰仁

Ⅱ』の腰折れ外反皿ｄに類似している。

�
��

盤は、鍔縁盤が得られた。

⑦ 鍔縁盤Ⅰ－ｂ

比較的細い（約５ｍｍ前後）篦彫りの蓮弁文が内体面に廻らされる。底部は碁笥底に近い外観を呈す

る（第��図�
）。類似資料は、『今帰仁Ⅱ』の鍔縁盤Ⅱｃである。

－�
－

（註５）亀井明徳「日本出土の明代青磁碗の変遷」『鏡山猛先生古希記念古文化論攷』 ��
�年
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第��図 青磁碗・小碗・皿・盤



����

無文直口杯の口縁部資料が得られた。

⑨ 無文直口杯

器形は、直口口縁の杯である（第��図��）。類似資料は、『今帰仁Ⅱ』の碁笥底小杯である。

�����

香炉は、三足香炉が得られた。口縁部資料である。

⑩ 三足香炉

器形は、直立する体部から口唇が凹む寄口口縁となる（第��図��）。類似資料は、『今帰仁Ⅱ』の香

炉Ⅰ類である。

�	�


壷は、酒会壷の胴部資料が得られた。

⑪ 酒会壺

酒会壺の器形は、胴部片のため詳細は不明である（第��図��）。

��
��������

〈畳付〉 〈高台内〉 〈見込〉

Ⅰ施釉 ・・・・・・第��図��、第��図��

Ⅰ施釉 Ａ総釉 －

Ｂ無釉 ａ 総釉・・・・・・・第��図��、第��図�	、��、第��図�


ｂ 無釉・・・・・・・第��図��

ｃ 蛇の目無釉・・・・第��図�


Ｃ蛇の目無釉 －ａ 総釉・・・・・・・第��図�


ｂ 無釉・・・・・・・

Ⅱ無釉 Ａ総釉 －

Ｂ無釉 ａ 総釉・・・・・・・第��図��、第��図��

ｂ 無釉・・・・・・・第��図��

ｃ 蛇の目無釉・・・・第��図��

※本分類は、『首里城跡―城の下地区発掘調査報告書―』���	年の分

類等を参考に、出土状況にあわせて若干の加除を行って分類した。

－��－
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第��図 青磁杯・香炉・壷



����������	
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�����

����

碗は、ビロースクⅣ類、無文外反碗、底部が得られた。器形(口縁の形態、底部など）と素地等の特

徴から分類を試みた。以下、分類概念を記述する。

① ビロースクⅣ類 （福建省�清県窯系(義窯・青窯)註６)(��世紀後半～��世紀前半）

器形は、腰が張り体部が大きく外に開き、口縁が外反する。素地は灰白色で堅く、釉色は緑明オリー

ブ灰色（第��図��）。『今帰仁Ⅱ』の類似資料では、無文外反碗�。

② 無文外反碗 （福建省泉州窯系註７） （��世紀中～��世紀後半）

張りのある腰部をもつ大振りの碗である。高台は平坦に仕上げる。全体に雑なつくりで、外面には轆

轤痕が確認でき、高台内を「の」の字状に削りとる。素地は明るい灰色の粗粒子で、１㎜～３㎜ほどの

白色・赤色・黒色（雲母？）鉱物を多量に含む。内底から外面の腰まで、黄みの明るい灰黄緑色の薄い

釉が施釉される。内底部に窯道具痕が見られ、底部はビロースクに類似している（第��図��）。『首里

城』の用物座・木曳門からも類似資料が出土している。

③ 底部 （福建省） （��世紀後半～��世紀）

底部は今帰仁タイプに類似している。見込みの内底釉は薄く、蛇の目掻き取りをされており、外面は

露胎である。高台は「ハ」の字状に開き、畳付外端の面取りはない。外底の高台際を篦で削って三角状

に凹める（第��図��）。

����

皿は、直口口縁抉入高台皿が得られた。

④ 直口口縁抉入高台皿 （福建省邵部窯系） （��世紀後半～��世紀）

高台に４ヵ所、弧状の抉りを入れたものである。無文の直口口縁皿で、腰部から僅かに丸みを持ちな

がら開くように口縁に至り、口唇部を舌状に整える。外底の削りは浅い。内底から外面の腰まで透明釉

が施され、細かな貫入が見られる。見込みには重ね焼きの目痕が残る。素地は淡黄色の軟質で、赤色・

黒色の混入物を含む（第��図��）。『今帰仁Ⅱ』の類似資料では、抉入高台皿。森田分類のＤ群（註８）。

���	

杯は、八角杯と外反？口縁抉入高台杯が得られた。

⑤ 八角杯 （福建省邵部窯系）

体部は八面に面取りされ、口縁部で外反する。素地は淡黄色で粗粒子、茶・黒色の混入物を含む。内

外面とも口縁部は透明な釉が施され、細かな貫入が見られる（第��図��）。森田分類Ｄ群(註	)。

⑥ 外反？口縁抉入高台杯 （福建省邵部窯系） （��世紀後半～��世紀）

高台に４ヵ所、弧状の抉りを入れたものである。素地は淡黄色で粗粒子、茶・黒色の混入物を含む。

内底に透明釉を施し、細かな貫入が見られる。見込みには重ね焼きの目痕が残る（第��図�	）。『今帰

仁Ⅱ』の類似資料では、外反口縁杯。森田分類Ｄ群（註８）。

－��－

（註６）森本朝子・田中克子「沖縄出土の貿易陶磁の問題点－中国粗製白磁とベトナム初期貿易陶磁」
『グスク文化を考える』沖縄県今帰仁村教育委員会 �

�年

（註７）山本正昭「泉州窯系磁器から見た琉明関係ー消費地からの視点でー」『貿易陶磁研究』��
�� �

�年
（註８）森田勉「��～��世紀の白磁の分類と編年」『貿易陶磁研究』��
�日本貿易陶磁器研究会 ����年
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第��図 白磁碗・皿・杯・八角杯



����

青花は、碗、皿、杯が得られた。

���� ����	� �
��
�
��
��

① 碗

底部が得られた。高台脇と高台内に２条の界線が入る。素地は、白色の微粒子で茶・黒の混入物

を含む。畳付けを欠損している。外面は透明な釉を施し、内面は無釉である。コバルトの発色はや

や鮮明である。底部資料の為、文様構成及び器形は不明（第��図��）。

���� ���� �
��
����

② 皿

直口口縁皿が得られた。口縁部は、外面に圏線を廻らせ区画した中に唐草文を描き、内面には横

の線文を施す。透明釉を施し、素地は明るい灰色の微粒子で茶・黒の混入物を含む。コバルトの発

色はにぶい（第��図��）。『今帰仁Ⅱ』の青花皿Ⅲ。小野分類皿Ｅ群（註９）。

����� ���� �
��
�
��
��

③ 小杯

外反口縁杯が得られた。口縁部資料で、外面に文様を施し、内面に１条の界線を廻らす。透明釉

を施し、素地は灰白色の細粒子で、茶・黒の混入物を含む。コバルトの発色はやや鮮明である（第

��図��）。『今帰仁Ⅱ』の小杯Ⅲに類似している。

����	


黒釉陶器は、碗と袋物が得られた。中国産とした黒釉陶器は、胎土が灰白色で、白・赤褐色の混入物

を含む。福建省南平茶洋窯系の胎土は灰黄色・淡黄色の粗粒子で、赤褐・黒・白色の混入物を含む。釉

調は禾目と柿釉の２種類ある。

����

天目茶碗が得られた。胎土と釉調により分類した。器形は森本分類のⅧ類に類似する（註��）。

④ 禾目状天目（中国産）

器形は胴部資料の為、不明である。素地に黒釉の釉薬を厚く施釉し、表面は褐色を呈し、禾目文様を

作り出している（第��図��）。

⑤ 禾目状天目（南平市茶洋窯系註��）

器形は、口唇部で軽く角度を変えて直線的に立ち上がるものと内湾気味に終わるものがある。黒色の

釉薬を基調に、赤みの暗い灰黄色が禾目状の文様となっている（第��図��）。

⑥ 柿釉天目（南平市茶洋窯系）

器形は、口縁部で軽く角度を変えて立ち、外底は浅く上げ底風に削り、畳付け外縁に面取りを施す。

胎土が黄みの明るい灰黄赤色で、赤みの暗い灰黄色の釉を施す（第��図��）。

�����

胎土が明るい灰色である。胴部小破片の為、実測は行っていない。

－��－

（註９）小野正敏「��～�	世紀の染付椀・皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』
���日本貿易陶磁器研究 ����年
（註��）森本朝子「博多遺跡群出土の天目」『唐物天目ー福建省建窯出土天目と日本伝世の天目ー』茶道資料館 ����年
（註��）折尾学・森本朝子「天目茶碗再考ー出土遺物から見たその変遷ー」『東アジアの考古と歴史 下 岡崎敬先生退官
記念論集』同朋舎出版 ���
年
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第��図 黒釉陶器・青花・褐釉陶器



������

褐釉陶器は、中国産とタイ産の壷が得られた。

����

中国産はすべて胴部片の為、全形を知ることは難しい。タイ産は壺の口縁部が得られた。

⑦ 壺（中国産）

胎土が橙色系のものは泥質で、灰色系のものは砂質である。いずれも赤褐色・黒色・白色粒の混入物

を含む。釉は浅黄・オリーブ褐色で、内外面に白化粧を施すものもある。内面に調整痕が残る（第��図

��）。

⑧ 壷（タイ産 シーサッチャナライ窯註��）

口縁部と胴部が得られた。器形は、口縁部断面形が三角形を呈している。胎土は灰赤色と灰黄色で、

混入物は赤褐色・黒色・白色粒を含む。釉薬は口縁部に流し掛けをされており、胴部付近は露胎してい

る（第��図��）。類似資料は、『首里城跡－城の下地区発掘調査報告書－』に掲載されている。

－��－

（註��）向井 亙「タイ黒褐釉四耳壺の分類と年代」『貿易陶磁研究』�	
�� 日本貿易陶磁研究会 ����年



第２表 遺物分類一覧１�
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福建省系 青磁 分類案表

地区 い地区 う地区 お地区

合計
グリット ����ヌ Ｈ�	�キ 
�	�シ 
���テ 
���テ・ト Ｈ�� 
���ｱ ����ｺ ����ｿ ���周辺 �������サ・

����ｺ･ｿ ����サ ����ク Ｉ��周辺 Ｊ���ｵ 
���ｱ ����イ 
���ツ ���

層序 ⑤層⑧層⑨層⑩層⑪層⑫層⑬層⑭層⑰層⑳層廃土表採③層④層⑨層⑪層⑬層廃土表採②層③層⑦層 ⑦層
(ｻﾌﾞﾄﾚ)⑨層⑩層廃土表採表採①層 ②～

④層
②～
④層 表採表採廃土表採②��③層③層④層⑧層廃土①層③層④層表採表採⑦層②・③層④層⑤層③・④層⑥層廃土表採

産地 種類 器種 名称 部位 時代

福
建

青
磁

碗

無鎬連弁文 口縁部 ��ｃ前半～�	ｃ後半 � � � �

無文外反Ⅰ

口縁部

��ｃ前半～�	ｃ後半 � �

��ｃ後半～�	ｃ前半 � � 	 � � � � 	 � � � � � ��

�	ｃ前半～中葉 � �

�	ｃ前半～後半 � � � � � � � � � ��

�	ｃ後半 � �

胴部
�	ｃ前半～後半 � � � � � � � � �� � � � � � � � � � � 	 � � � � � � � � � � � � � � ��

�	ｃ後半 � � �

底部

��ｃ後半～�	ｃ前半 � � � �

�	ｃ前半 � � �

�	ｃ前半～中葉 � �

�	ｃ前半～後半 � � � � � � � � � � �	

無文外反Ⅱ
（泉州）

ｂ

口縁部 �	ｃ前半～後半 � � �

胴部 �	ｃ前半～中葉 � � � � � � � �

底部 �	ｃ前半～中葉 � �

無文外反Ⅲ
(佐敷タイプ)

�

口縁部 �	ｃ前半～後半 � � � � � � � � � � ��

底部
��ｃ後半～�	ｃ前半 � �

�	ｃ前半 � � �

小碗 無文外反 口縁部 �	ｃ前半～後半 � � � � � 	

皿

無文直口
口縁部

�	ｃ前半～後半 � �

無文外反 �	ｃ前半～後半 � �

口折皿 胴部 �	ｃ前半～後半 � �

不明 底部 �	ｃ中葉～後半 � �

盤

鍔縁盤１ ａ 胴部 �	ｃ前半 � �

鍔縁盤２ ａ

口縁部 �	ｃ中葉 � � � � �

胴部
�	ｃ前半～後半 � � � � �

�	ｃ中葉 � � �

底部 �	ｃ中葉 � �

直行口縁 ３ 口縁部 �	ｃ前半～後半 � �

不明

口縁部 �	ｃ中葉 � �

胴部 �	ｃ前半 � �

底部
�	ｃ中葉 � � � �

�	ｃ � �

杯 碁笥底杯
口縁部 �	ｃ後半 � �

底部 �	ｃ後半 � �

香炉 三足香炉 口縁部 �	ｃ前半～後半 � �

壺
盤口壺 口縁部

��ｃ後半～�	ｃ前半 � �

�	ｃ前半～後半 � �

酒会壷 口縁部 ��ｃ後半～�	ｃ前半 � �

合計
� � � �� �� � � 	 � � �� � � �� � � � � � � � 	 � � �� � � � � � � � � � � � � 	 � � � � 	 � � � � � � � � �

���
� � �� �� �� � � � � � � � �� � � � � � � �



第２表 遺物分類一覧１�
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龍泉窯系 青磁 分類案表

地区 う地区 お地区

合
計

グリット ����シ Ｈ�	�テ Ｈ�	�ト Ｈ�	周辺 
���コ 
���ソ 
�	�ｻ 
�	�ク 
��･ 
�	 ����ア 
���イ ����ツ 
���ｽ

層序 表採 ⑨層 ⑩層 ⑪層 ⑭層 ⑰層 廃土 ④層 ⑧層 ⑦層 ⑨層 ⑩層
Ｐ① ⑩層 表採 ②～④層 廃土 ⑤層 ④層

��� ④層 ③･④層 廃土 ②層 ③層 ④層 廃土 ④層 ④層 廃土 ⑤層

産地 種類 器種 名称 部位 時代

龍
泉

青
磁

碗

雷文帯

口縁部 ��ｃ前半 � � � � � � � � � ��

胴部 ��ｃ前半 � � � � � � �

胴部 ��ｃ前半～中葉 � �

連弁文 胴部 ��ｃ前半～後半 � �

無文外反

口縁部

�	ｃ後半～��ｃ前半 � � � � � � �

��ｃ後半 � �

��ｃ前半～後半 � � �

胴部 ��ｃ前半～後半 � � � � � � � � � ��

底部

�	ｃ後半～��ｃ前半 � � �

��ｃ前半～中葉 � �

��ｃ前半～後半 � � �

小碗 無文外反 口縁部

��ｃ前半～後半 � �

��ｃ前～後半 � �

皿

無文直口皿 口縁部 ��ｃ前～後半 � � �

稜花皿

ａ

口縁部

��ｃ中葉～後半 � �

ｂ ��ｃ後半 � �

盤 鍔縁盤Ⅰ ｂ 底部 ��ｃ前半 � �

杯 直行 口縁部 ��ｃ前半～後半 � �

香炉 三足香炉 口縁部 ��ｃ前半～後半 � �

�	ｃ後半～��ｃ前半 � �壷 酒会壷 胴部

合計

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�	

�	 � � � � � �� � � � � � �
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第２表 遺物分類一覧１ｃ

地区 い地区 う地区 お地区

合計グリット ���･������	シ ���	テ ���	テ・ト 
��	サ 
��	イ

層序 表採 廃土 ④層 ⑦層 ⑩層 ④層 ④層 ⑤層

種類 器種 名称 産地 部位 年代

白磁

碗

ﾋﾞﾛｰｽｸⅣ類 福建省
�清県
窯系

口縁部 ���中葉 � � 


ﾋﾞﾛｰｽｸⅣ類 胴部 ���中葉 � � 


ﾋﾞﾛｰｽｸⅣ類 胴部 ���前 � �

無文外反碗 福建(泉州窯)系 底部 ���中葉～後 � �

今帰仁 福建省系 底部 ���後～���中葉 � �

皿
直口口縁抉入高台

邵部窯系 完形 ���後～���中葉 � �

邵部窯系 胴部 ���後～���中葉 � �

邵部窯系 底部 ���後～���中葉 � �

不明 福建省系 底部 ���後～���中葉 � �

杯
八角杯 邵部窯系 口縁部 ���後～���中葉 � �

外反？口縁抉入高台 邵部窯系 底部 ���後～���中葉 � �

合計
� 
 � 
 � � � �

��
� 
 � � � � �

地区 う地区 お地区

合計グリット ���	シ ���	テ ���	ト 
�
	コ
��	ｲ���	ツ���	ツ���	ス

層序 ⑪層 ⑭層 ⑰層 ⑱層 表採 表採 ⑨層 ⑩層 ②～④層 ④層 ③･④層 廃土 ⑤層

種類 器種 名称 産地 部位 年代

胴部 ���後半～���中 � �

黒
釉
陶
器

碗

禾目状天目

中国

福建省
南平市
茶洋窯系

口縁部 ���後半～���中 � � �

口縁部 ���前～後半 � � � 


胴部 ���後半～���中葉 � �

底部 ���後半～���前半 � �

柿釉天目 胴部 ���前～後半 � � � � �

底部 ���前～後半 � �

袋物 胴部 ���前～後半 � �

合計
� � � � � � � � � � � � �

��
� � � � � � � �

地区 う地区 お地区

合計グリット ���	テ ���	テ・ト 
��	イ

層序 ②層 ③層 ④層

種類 器種 産地 部位 年代

青花

碗 中国(景徳鎮) 底部 ���～��� � �

皿 中国
口縁部

���後 � �

小杯 中国 ���～��� � �

合計 � � � 


地区 う地区 お地区

合計グリット ���	シ ���	テ ���	
テ・ト 
��	イ Ｈ��	ツ

層序 ⑨層 ⑩層 ⑪層 ⑮層 �層 廃土 表採 ②層 ⑨層 ②･③層 ④層 ⑤層 廃土

種類 器種 産地 部位 年代

褐
釉
陶
器

壷

中国 胴部 ���前～後半 � � � � � � � � � � � ��

タイ
口縁部 ���中 � � �

胴部 ���前～後半 � �

合計
� � � � � 
 � � � � � � �

��
� 
 � � �

��

��

���	


��	



������

������

本調査における動物遺体の出土状況は、他の遺物と同様にう地区においてその大部分が出土している。

豊見城市の西に位置する離島の瀬長島は、周囲をリーフに囲まれた穏やかな海があり、島の西部を中心に

砂浜が発達している。

前述したとおり、動物遺体の大部分がう地区から出土しており、う地区と他の地区においては、その取

り上げ方法が異なっている。う地区以外では、動物遺体を含めた遺物の取り上げ方法は、ピックアップ法

によるものである。う地区内では、掘り下げを行っていく段階で、魚骨を含め他微細遺物の出土が顕著と

なり、掘り上げた土を２㎜の篩を用いてその取り上げをおこなった。そのため、本報告書では、ピックアッ

プ法と２㎜篩を用いた検出方法として報告を行う。

尚、今回は未同定とされた多くの微細骨に関しては、改めて報告を行いたい。

��	
��
���������

��
��
��������

甲殻綱・十脚目

カニのハサミが２点出土している。内１点は大型のものである。

ウニ綱

ウニの殻が１点出土しているのみである。

軟骨魚骨 サメ類

脊椎骨が１点出土している。加工痕などは認められない。

ハタ科

ハタ科は、前上顎骨が２点出土しており、金子����年によるハタ科�・�に属する。

フエフキダイ科

本遺跡における硬骨魚綱において、最も多く出土したのがフエフキダイ科である。前上顎骨（左）に

より最少個体数は、４個体である。歯骨高の計測値は、��	、��
㎜の中型の個体と、���㎜の小型の個体

が認められる。

ブダイ科

下咽頭骨、歯骨においてはアオブダイ属のみが確認されている。下咽頭骨の計測値は、
��
㎜、歯骨

－
�－

節足動物門 ������ ����������

甲殻綱 ��������������

十脚目 �� ������!" �

科・属不明 #�����$�%�&% ��

棘皮動物門 '��&%" ������

ウニ綱 '��&%"& ��

脊椎動物門 ������ ('��'�����

軟骨魚綱 �������"% �&������

メジロザメ目 �� ����������&%&)"����

硬骨魚綱 ����� ����&������

スズキ目 �� ������&)"����

ハタ科 #��&��*����%& ��

属・種不明 +�%����!�&% ��

フエフキダイ科 #��&��,����&%& ��

属・種不明 +�%����!�&% ��

ブダイ科 #��&��*���& ��

アオブダイ属 *������!!

爬虫鋼 �������!�&�&�

有鱗目（ヘビ亜目） �� ���!�& &�

科・属不明 #�����$�%�&% ��

鳥鋼 ������-��

哺乳鋼 �����.�����&�

齧歯目 �� ���" �%�&�

ネズミ科 #��&��.��& �

属・種不明 +�%����!�&% ��

偶蹄目 �� �����&" ������

イノシシ科 #��&��*�& ��

イノシシ/ブタ *�� ���")

ウシ科 #��&���"-& ��

ウシ �"�������



の計測値は、����㎜であり、首里城書院・鎖之間の計測値を比較しても、数多くみられるサイズである。

爬虫綱 有鱗目（ヘビ亜目）

脊椎骨が�点確認された。

鳥綱

烏口骨が１点出土しており、ニワトリと考えられる。���－シにおいて２点出土しており、近位置か

らの出土であったため、同一個体の可能性がある。

齧歯目・ネズミ科

下顎骨が１点出土している。

イノシシ科

哺乳鋼の中ではウシと並んで多く出土する。大部分が破片であり、イノシシとブタとの明確な違いは

認められなかった。最小個体数は１個体である。

ウシ科 ウシ

ウシは、大腿骨や中足骨、踵骨などが出土している。最小個体数は、１個体である。沖縄本島側から

食糧として持ち込まれたものと考えられる。

������

う地区より９割の動物遺体が出土している。���－シの基本層序は、二次堆積によるものであり、特

出して動物遺体が多く出土する層は認められないが、溝状遺構の下部である�層からは、ウシの骨がま

とまって出土しており、同一個体としての可能性も考えられる。���－テ・トについては、ピット遺構

が複雑に切りあった状態で検出されている。それらのピット内からは、魚骨を中心とした出土が多く認

められ、その上部の層からもまとまって魚骨の出土が認められる。

��	


本報告においては、微細資料の魚骨の同定作業がすべて完了してはいないが、現在までに確認されてい

る事について下記のとおり整理できる。

・う地区において動物遺体が多く出土している。ピットなどの遺構も確認されることから本地区周辺が生

活跡地と深い場所にあったといえる。

・���－シ、���－テ・トのグリッドは隣接するものの、その出土状況には違いが認められる。���－シ

においては、大部分が哺乳鋼を中心とするが、���－テ・トにおいて、魚骨の割合が非常に高い。特に

ピット内からの出土が多く、何らかの生活遺構が想定される。

・出土した動物遺体について解体痕などの傷痕の観察を行ったが、該当する資料は認められなかった。

・魚骨に関しては、フエフキダイ科が主体となり、ブダイ科、ハタ科などが僅かに出土している。この点

に関しては、未同定の資料の同定作業を含め、再度検討を行いたい。

・哺乳鋼に関しては、イノシシとウシが同じ程度出土する。ウマは確認できなかった。

今回、う地区、特に���－テ・トにおいて篩を用いた魚骨の検出作業が行われたことは、今後のグス

ク時代における食生活、漁労活動を考える上で重要なデータであると考える。今回は、試掘調査であり、

調査面積も限られていたものの、今後の発掘調査において非常に重要な地点となりえると考える。また、

今回未同定とした資料に関しても、改めて追加報告を行いより詳細な動物遺体の状況を明らかにしたい。

��
�

・金子浩昌 �		�年 『首里城跡－書院・鎖之間地区発掘調査報告書－』「第７節６②脊椎動物遺体」

沖縄県立埋蔵文化財センター

・金子浩昌 �

�年 『平敷屋トウバル遺跡』「第��節動物遺体」沖縄県教育委員会

－��－
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第３表 脊椎動物遺体出土一覧

地区名 グリット 層位 種類 部位(左右) 計測値・残存状況・観察事項など

う地区

���－ク ②層 イノシシ属 肩甲骨 骨体～遠位端
���－テ・ト 表採 ウシ 上腕骨(右) 遠位端

⑦層 イノシシ属 上腕骨(右) 骨体(近位部)スパイラルフレイク
⑦層 イノシシ属 堆体 骨体(近位部)

⑨層
アオブダイ属 歯骨(左) �＝����㎜

未同定(�点)

Ｐ２ ⑨層
フエフキダイ科 前上顎骨(左)
ブダイ科 主上顎骨(右)

未同定(	点)
⑩層 トリ 不明

⑩層

フエフキダイ科 歯骨(右) 
��㎜
フエフキダイ科 主上顎骨(左)
アオブダイ属 主上顎骨(左)
ハタ科� 前上顎骨(右)
ハタ科
 前上顎骨(右)

未同定 魚骨多い

⑩層
ヘビ 堆体

未同定(��点)
⑩層(Ｐ２外) 未同定(�点)

⑩層

トリ 烏口骨(左) 完形
フエフキダイ科 前上顎骨(左)
フエフキダイ科 歯骨(右)

未同定(�
点)
Ｐ１ ⑩層 未同定(	点)
Ｐ３

(十字トレンチ)
⑩層

フエフキダイ科 前上顎骨(右)
フエフキダイ科 前上顎骨(左)

未同定(�点)

Ｐ３－� ⑩層
甲殻類 ハサミ

未同定(�点)
Ｐ３－	 ⑩層 未同定(��点)
Ｐ３－� ⑩層 未同定(
点)

Ｐ３－� ⑩層
フエフキダイ科 角骨(左)
ネズミ類 下顎骨(右)

未同定(��点)

Ｐ４ ⑩層
甲殻類 ハサミ
ウニ 殻

未同定(��点)
⑬層 未同定(
点)

⑭層

フエフキダイ科 歯骨(右) ���㎜
フエフキダイ科 歯骨(左) 
��㎜
フエフキダイ科 前上顎骨(左)
アオブダイ属 下咽頭骨 �＝����㎜

未同定 魚骨多い

廃土
アオブダイ属 歯骨(左) �＝����㎜

未同定(��点)

���－シ

⑨層 甲殻鋼 はさみ
⑩層 トリ ‐ 骨体
⑫層 未同定(�点) 哺乳鋼
⑭層 未同定(�点)
⑮層 イノシシ属 大腿骨
⑰層 未同定(	点) 哺乳鋼・鳥鋼
�層 ウシ 踵骨(左) 完形
�層 ウシ 中足骨(左) 完形
�層 サメ 堆骨 完形

�層
イノシシ属 肋骨 �点(破片)
イノシシ属 踵骨(右)

未同定(�点)

廃土

ウシ 大腿骨(左) 骨体～遠位端
ウシ 下顎�	(右) 一部破損
ウシ 堆体

イノシシ属 橈骨(右) 近位端はずれ～遠位端はずれ
イノシシ属 椎骨

ハタ科�は、『首里城跡‐書院・鎖之間地区発掘調査報告書‐』(沖縄県立埋蔵文化財センター	���年)による
本報告の動物遺体の同定は、久貝が行った。



－��－

図版１ 脊椎動物遺体１ �：ウシ・大腿骨（左） �：ウシ・椎骨 �：ウシ・踵骨（左） �：ウシ・中足骨
（左） �：ウシ・下顎��（右） �：イノシシ科・肩甲骨（左） 	：イノシシ科・上腕骨（右） 
：イノシ
シ科・橈骨（右） �：イノシシ科・踵骨（右）��：イノシシ科・椎骨 ��：トリ・烏口骨

�

�

�

�

�

�

�

	




�� ��
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図版２ 脊椎動物遺体２ �：サメ類・椎骨 �：アオブダイ属・歯骨（左） �：アオブダイ属・下咽頭骨 �：
ブダイ科・主上顎骨（左）�：ハタ科�・前上顎骨（右） �：フエフキダイ科・前上顎骨（左） 	：フエフキ
ダイ科・前上顎骨（左）
：フエフキダイ科・歯骨（左） �：フエフキダイ科・主上顎骨（左） ��：フエフ
キダイ科・角骨（左）��：ヘビ・椎骨

� �

�

�

� � � 	


 �� ��



������

貝類遺体は、第４表に巻貝、第５表に二枚貝を示した。腹足綱（巻貝）��科���種、二枚貝綱��科��種

の最小個体数����個体が出土した。個体数の把握は巻貝においては完形及び殻頂が残っているものを一個

体とし、二枚貝においては完形のものを左右それぞれで集計し、多い方を最小固体数とした。腹足綱と二

枚貝綱を比べると、個体数及び種類は腹足綱が多い。巻貝ではマガキガイ、チョウセンサザエが比較的多

く、二枚貝はホソスジイナミガイ、ウラキツキガイがう地区の平坦地で平均的に出土している。

��������	


��


『平敷屋トウバル遺跡』－ホワイトビーチ地区内倉庫建設工事に伴う緊急発掘調査報告－ 沖縄県教育委

員会 ���	年３月

『前原貝塚』－村道サ－線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－ 宜野座村教育委員会 ����

年３月

『大渡貝塚』－国営沖縄本島南部農業水利事業の米須地下ダム建設工事に伴う緊急発掘調査－ 糸満市教

育委員会 ���
年３月

『大渡貝塚ほか発掘調査報告』 糸満市教育委員会 ����年３月

久保弘文・黒住耐二『生態／検索図鑑 沖縄の海の貝・陸の貝』 ����年 沖縄出版

奥谷 喬司『日本近海産貝類図鑑』 ����年 東海大学

行田 義三『貝の図鑑 採取と標本の作り方』 ����年 南方新社

－��－

Ⅰ：外洋・サンゴ礁域

１：潮間帯中・下部

２：亜潮間帯上縁部

３：干潟

４：礁斜面及びその下部

ａ：岩板

ｃ：岩礫底、砂泥底、砂底

Ⅱ：内湾・転石地域

１：潮間帯中・下部

２：亜潮間帯上縁部

ｂ：転石

ｃ：岩礫底、砂泥底、砂底

Ⅲ：河口干潟・マングローブ域

０：潮間帯上部

ｃ：岩礫底、砂泥底、砂底

Ⅴ：陸域

９：林縁部



第４表 貝類出土状況１�（巻貝）
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第４表 貝類出土状況１�（巻貝）
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第５表 貝類出土状況２�（二枚貝）
地区名 あ地区 い地区 う地区
グリット Ｊ５－サ Ｊ６－ア Ｉ７－カ Ｃ��－キ Ｃ��－ヌ Ｆ��－ヌ 表採 Ｈ��－シ Ｈ��－テ
層序 ③層 ⑤層 ⑦層 ⑤層 ①層 ③層 表採 ⑨層 ⑩層 ⑪層 ⑬層 ⑭層 ⑮層 ⑰層 ⑱層 ⑲層 ⑳層 �層 �層 �層 �層 廃土 ①層 ②層 ③層 ④層 ⑫層

番号綱名 科 名 種 名 生息地 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
�

二
枚
貝
綱

ﾌﾈｶﾞｲ科

ｵｵﾀｶﾉﾊｶﾞｲ �
	 ｴｶﾞｲ Ⅰ
�
� � � � � � � � 	 � �
� ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � 	 � � � � 	 	 � � � � �
� ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ Ⅱ
	
� � � � � � �
� ﾀﾏｷｶﾞｲ科 ｿﾒﾜｹｸﾞﾘ Ⅱ
	
� � � �
� ｲｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ � �
� ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ科 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ Ⅰ
�
� � �	 		 		 �	 � �
 �	 �
 �� � � � � � � 	 �� �� 	� �
� ﾏｸｶﾞｲ科 ﾏｸｶﾞｲ 	 � �
� ｼｭﾓｸｱｵﾘ
�
 ﾐﾉｶﾞｲ科 ﾐﾉｶﾞｲ � �
�� ｲﾀﾔｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾃﾞｼｺ �
�	 ｳﾐｷﾞｸ科 ﾒﾝｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � � �
�� ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ
�� ｶｷの一種
��

ﾂｷｶﾞｲ科
ﾂｷｶﾞｲ � �

�� ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ Ⅱ
	
� � � � 	 �
 � � � � � � �� �� � �� �� � 	 	 � � 	 � � � � � 	 � � � � � � � � �� �� �� �� � � � 	
 �� � � � �
�� ｶﾌﾞﾗﾂｷｶﾞｲ Ⅱ
	
� � 	 � �
�� ｶｺﾞｶﾞｲ科 ｶｺﾞｶﾞｲ
�� ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 ｼﾛｷｸｻﾞﾙ Ⅰ
	
� �
	
 ｶﾈﾂｹｷｸｻﾞﾙ Ⅰ
�
� � �
	�

ｻﾞﾙｶﾞｲ科

ﾌｼﾞｲﾛｻﾞﾙ �
		 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ Ⅱ
	
� � � � �
	� ｵｵﾋｼｶﾞｲ �
	� ｶﾜﾗｶﾞｲ Ⅱ
	
� � � � � � � � � � � 	� �� � � � � � � � � � � 	 � � � 	 � 	 � 	 � � � 	 �� �� �� � � � � � � � � � � �
	�

ｼｬｺｶﾞｲ科

ｼｬｺﾞｳｶﾞｲ Ⅰ
	
� �
	� ﾋﾒｼﾞｬｺｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � � � 	 � 	 � �
	� ﾋﾚｼﾞｬｺｶﾞｲ � � ��
	� ｼﾗﾅﾐｶﾞｲ Ⅰ
	
� 	 � � � � � � � � � � � � � � 	 � � � 	 � � �
	� ﾊﾞｶｶﾞｲ科 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ
�
 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ Ⅱ
	
� � � � � � 	 � �
�� ﾁﾄﾞﾘﾏｽｵ科 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ Ⅰ
�
� � � � � 	
 �� � �� �� 	� �� 	 � � � � � � � �
��
 � � � 	 � � 	 �
�	 ﾅﾐﾉｺﾏｽｵ
�� ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾐﾉｺ
��

ﾆｯｺｳｶﾞｲ科

ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ �
�� ｻﾒｻﾞﾗ Ⅰ
	
� � � � � 	 � � �
�� ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ Ⅱ
�
� � � � � � 	 � � � � 	 �
 	 � 	 � � � �� � 		 � � � � � � 	 	
�� ﾓﾁﾂﾞｷｻﾞﾗ �
�� ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 ｻﾒｻﾞﾗﾓﾄﾞｷ �
�� ｼｵｻｻﾞﾅﾐ科 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ Ⅱ
�
� � � � � � � � � � � � � � � �
�
 ｼｼﾞﾐ科 ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ Ⅲ


� 	
��

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科

ｱﾗﾇﾉﾒｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � � 	
�	 ﾇﾉﾒｶﾞｲ Ⅱ
�
� � � � � � � � � � � � � � � �
 �
�� ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ � � � � � �
�� ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ Ⅱ
�
� � � 	 � 	 � � � � � 	� �� � � �� 	 �� 	� � �� �	 	 � � � � � 	 	 � � � � � � � 	 �� �� 	� � �
 � 	 �� �
 	 � � � � 	
�� ｲﾅﾐｶﾞｲ
�� ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ 	 � � 	 � � � 	
�� ｵﾐﾅｴｼﾊﾏｸﾞﾘ
�� ｵﾄｺｴｼﾏﾊﾏｸﾞﾘ
�� ﾏﾙｵﾐﾅｴｼ Ⅰ
	
�
�
 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ Ⅱ
�
� � � � � 	 � � � �
�� ﾋﾒﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ Ⅱ
�
� �
�	 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ Ⅱ
�
� �
�� ﾊﾈﾏﾂｶｾﾞ
�� ｵｷｼｼﾞﾐ Ⅰ
� � �
�� 二枚貝不明 � � 	 � ��� � 	 	 � � 	 �
 � �

合計 � � � 
 	 
 � � � 	
 �� � 
 
 
 � � � � � �	 	 � 
 	� �� �
�	��	� �� �� �� ���	
�
	��� �	 �� 	� 	
 	� �� �� 	
 �	 	 � � � 	 � � � 	 	 	 
 �� � � �
 � � 
 
 �������	�� �	 	� � �� �� � �� �� �� � � � 	� 	� ��

地区名 う地区
グリット Ｈ��－テ Ｈ��－テ・ト Ｉ��－コ・ソ Ｉ��－サ Ｉ��－サ Ｉ��－コ･ソ
層序 ⑬層 ⑮層 ⑱層 ④層 ⑦層 ⑧層 ⑨層 ⑩層 ⑫層 �� �	 ��
� ��
	 ��
� ��
� ��
� �� 廃土 ①層 ②層 ③層 ①層 ②層 ③層 ④層 ⑧層 廃土 廃土

番号綱名 科 名 種 名 生息地 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
�

二
枚
貝
綱

ﾌﾈｶﾞｲ科

ｵｵﾀｶﾉﾊｶﾞｲ
	 ｴｶﾞｲ Ⅰ
�
� � 	 	 � � � �
� ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � � 	 � � � � 	 	 �� �
 � � � 	 � 	 �
� ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ Ⅱ
	
� 	 � � 	
� ﾀﾏｷｶﾞｲ科 ｿﾒﾜｹｸﾞﾘ Ⅱ
	
�
� ｲｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ � � � � 	 � � � �
� ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ科 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ Ⅰ
�
� � 	 � � � � 	 	 	� 	� � � � 	 	 	 � � �
� ﾏｸｶﾞｲ科 ﾏｸｶﾞｲ 	 � � � �
� ｼｭﾓｸｱｵﾘ �
�
 ﾐﾉｶﾞｲ科 ﾐﾉｶﾞｲ
�� ｲﾀﾔｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾃﾞｼｺ
�	 ｳﾐｷﾞｸ科 ﾒﾝｶﾞｲ Ⅰ
	
� �
�� ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ
�� ｶｷの一種
��

ﾂｷｶﾞｲ科
ﾂｷｶﾞｲ � �

�� ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ Ⅱ
	
� � � � 	 �� �� � � � 	� 	� � � �
 � � � �� 	� � 	 � � �� �� � � � � � 	 	 � � 	 � � � � � � � � � � � � �
�� ｶﾌﾞﾗﾂｷｶﾞｲ Ⅱ
	
�
�� ｶｺﾞｶﾞｲ科 ｶｺﾞｶﾞｲ
�� ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 ｼﾛｷｸｻﾞﾙ Ⅰ
	
� �
	
 ｶﾈﾂｹｷｸｻﾞﾙ Ⅰ
�
�
	�

ｻﾞﾙｶﾞｲ科

ﾌｼﾞｲﾛｻﾞﾙ
		 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ Ⅱ
	
�
	� ｵｵﾋｼｶﾞｲ
	� ｶﾜﾗｶﾞｲ Ⅱ
	
� � � � � 	 	 �
 � � � � � � � � � �	 �� � � � � � 	 � 	 � � � � � � � � 	 � �
	�

ｼｬｺｶﾞｲ科

ｼｬｺﾞｳｶﾞｲ Ⅰ
	
�
	� ﾋﾒｼﾞｬｺｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � �
	� ﾋﾚｼﾞｬｺｶﾞｲ
	� ｼﾗﾅﾐｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � � � 	 � � � � � � � � �
	� ﾊﾞｶｶﾞｲ科 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ
�
 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ Ⅱ
	
� � � � �
�� ﾁﾄﾞﾘﾏｽｵ科 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ Ⅰ
�
� 	 � �� � � �� �� � � � � �� � � 	 � � � � � � � � � � � � � 	 � � � � � 	 �
�	 ﾅﾐﾉｺﾏｽｵ � � 	 	 � �
�� ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾐﾉｺ �
��

ﾆｯｺｳｶﾞｲ科

ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ
�� ｻﾒｻﾞﾗ Ⅰ
	
� 	 � � � � 	 � � � � � � � � � �
�� ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ Ⅱ
�
� � � � � � � � � 	 	 � � � � 	 � � � � �
 � 	 � � 	 	
�� ﾓﾁﾂﾞｷｻﾞﾗ
�� ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 ｻﾒｻﾞﾗﾓﾄﾞｷ
�� ｼｵｻｻﾞﾅﾐ科 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ Ⅱ
�
� � � � � � � � 	 � � � � �
�
 ｼｼﾞﾐ科 ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ Ⅲ


�
��

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科

ｱﾗﾇﾉﾒｶﾞｲ Ⅰ
	
� � � � � � �
�	 ﾇﾉﾒｶﾞｲ Ⅱ
�
� � � � � � � �
�� ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ � �
 � � � � � � � � �
�� ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ Ⅱ
�
� � � 	 � � �� � � � � 	 	� � � 	� �� � 	 �� � �	 		 � 	 � 	 �� �� � � � � � � � � � � � � 	 � � � � � 	 �
�� ｲﾅﾐｶﾞｲ �
�� ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ
�� ｵﾐﾅｴｼﾊﾏｸﾞﾘ
�� ｵﾄｺｴｼﾏﾊﾏｸﾞﾘ
�� ﾏﾙｵﾐﾅｴｼ Ⅰ
	
� �
�
 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ Ⅱ
�
� � � 	 � �
�� ﾋﾒﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ Ⅱ
�
� � �
�	 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ Ⅱ
�
� 	
�� ﾊﾈﾏﾂｶｾﾞ
�� ｵｷｼｼﾞﾐ Ⅰ
�
�� 二枚貝不明 	 �� �	 	 	
 � � 	 � � �

合計 �	 �� 	 � � 	� �	 �
 � �� �� ���
� �	 �� �� �� �	 	� �� ���	���� �� � � � � � 	 � 	 
 � � � � 
 
 	 
 
 � � 	 
 � 
 �	 	
 � �� �� 	� 	 	 
 �� �� �� � 
 	 � 	 � �	 �� 	� �
 �
 �� �� 	� �� � 
 
 � � � � � ��
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第５表 貝類出土状況２�（二枚貝）
地区名 う地区 え地区 お地区 か地区

合計グリット Ｉ��－ク Ｊ��－オ Ｊ��－キ Ｌ��－ア Ｎ６－ト Ｍ��－ア 表採 Ｌ５－オ Ｉ��－イ Ｈ��－ツ Ｆ��－シ Ｊ��－ネ
層序 ①層 ③層 ④層 ①層 ②層 ①層 ③層 ⑥層 ⑦層 ④層 ⑤層 ⑧層 ⑨層 撹乱 ④層 ④層 ⑤層 ⑦層 ①層 ②層 ④層 ③層 ⑥層 ③層 ②層

番号綱名 科 名 種 名 生息地 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 個体数左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
�

二
枚
貝
綱

ﾌﾈｶﾞｲ科

ｵｵﾀｶﾉﾊｶﾞｲ � � �
� ｴｶﾞｲ Ⅰ	�	
 � � �� � ��
� ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ Ⅰ	�	
 � � � �� �� 
 ��
� ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ Ⅱ	�	� � � � 
 �
� ﾀﾏｷｶﾞｲ科 ｿﾒﾜｹｸﾞﾘ Ⅱ	�	� � � � �
� ｲｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ � � � �� �

 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ科 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ Ⅰ	�	
 � � ��� �
� 
� �
�
� ﾏｸｶﾞｲ科 ﾏｸｶﾞｲ � � � �
� ｼｭﾓｸｱｵﾘ � � � �
�� ﾐﾉｶﾞｲ科 ﾐﾉｶﾞｲ � � � �
�� ｲﾀﾔｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾃﾞｼｺ � � � �
�� ｳﾐｷﾞｸ科 ﾒﾝｶﾞｲ Ⅰ	�	
 � � � � � � 
 � 

�� ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ � � � � �
�� ｶｷの一種 � � � �
��

ﾂｷｶﾞｲ科
ﾂｷｶﾞｲ � � � �

�� ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ Ⅱ	�	� � � � � � � � � � �� �� � � � � � � � � � � � � � ��� ��� 
� ���
�
 ｶﾌﾞﾗﾂｷｶﾞｲ Ⅱ	�	� � � �� � � ��
�� ｶｺﾞｶﾞｲ科 ｶｺﾞｶﾞｲ � � � � �
�� ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 ｼﾛｷｸｻﾞﾙ Ⅰ	�	
 � � � � � �
�� ｶﾈﾂｹｷｸｻﾞﾙ Ⅰ	�	
 � � � � �
��

ｻﾞﾙｶﾞｲ科

ﾌｼﾞｲﾛｻﾞﾙ � � � �
�� ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ Ⅱ	�	� � � � � �
�� ｵｵﾋｼｶﾞｲ � � � �
�� ｶﾜﾗｶﾞｲ Ⅱ	�	� � � � � � � � � � � �� �� 
 � � � � � ��
 ��� ��� ��

��

ｼｬｺｶﾞｲ科

ｼｬｺﾞｳｶﾞｲ Ⅰ	�	� � � � � � � � � �
�� ﾋﾒｼﾞｬｺｶﾞｲ Ⅰ	�	
 � � � � � � � �� �
�
 ﾋﾚｼﾞｬｺｶﾞｲ � � � � � �� �
�� ｼﾗﾅﾐｶﾞｲ Ⅰ	�	
 � � � � � � � � � � � � � � � � �� �� �� ��
�� ﾊﾞｶｶﾞｲ科 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ � � � � �
�� ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ Ⅱ	�	� � � � � � �
�� ﾁﾄﾞﾘﾏｽｵ科 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ Ⅰ	�	� � � � � � � �
 
 � � � � �
� ��� � ���
�� ﾅﾐﾉｺﾏｽｵ � � � � �
�� ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ科 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾐﾉｺ � � � � �
��

ﾆｯｺｳｶﾞｲ科

ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ � � � �
�� ｻﾒｻﾞﾗ Ⅰ	�	� � � � � � 
 �� 

�� ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ Ⅱ	�	� � � � � � � � � � � � �� �� �� ��
�
 ﾓﾁﾂﾞｷｻﾞﾗ � � � �
�� ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 ｻﾒｻﾞﾗﾓﾄﾞｷ � � � � � � � � � �
�� ｼｵｻｻﾞﾅﾐ科 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ Ⅱ	�	� � � � � �� �
 �� ��
�� ｼｼﾞﾐ科 ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ Ⅲ	�	� � � �
��

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科

ｱﾗﾇﾉﾒｶﾞｲ Ⅰ	�	� � � � �
�� ﾇﾉﾒｶﾞｲ Ⅱ	�	� � � � � � � � � � �� �� �� ��
�� ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ � � �
 �� � ��
�� ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ Ⅱ	�	� � � � � � � � � � �
 �� � � � � � ��� ��� �� ���
�� ｲﾅﾐｶﾞｲ � � � �
�� ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ � 
 � � 

�
 ｵﾐﾅｴｼﾊﾏｸﾞﾘ � � � � �
�� ｵﾄｺｴｼﾏﾊﾏｸﾞﾘ � � � � �
�� ﾏﾙｵﾐﾅｴｼ Ⅰ	�	
 � � � � �
�� ｵｲﾉｶｶﾞﾐ Ⅱ	�	� � � � � �� �� � ��
�� ﾋﾒﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ Ⅱ	�	� � � � �
�� ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ Ⅱ	�	� � � � �
�� ﾊﾈﾏﾂｶｾﾞ � � � � �
�� ｵｷｼｼﾞﾐ Ⅰ	� � � � �
�� 二枚貝不明 � � � � � � � 
 � � � �� � � � ���

合計 � � � � � � � � � � � � � � � �� � � � � � 
 � � �� �� � � � � � � � � � � �� � �� � � � �� �� �
 � � � � � � �� � �� � � � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � � � ������������� �
��
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図版３ 貝（１）巻貝（番号は表と一致）
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図版４ 貝（２）巻貝（番号は表と一致）
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あ地区は、前述したように瀬長島東部の丘陵下に立地する地区であり、�５－サ、�６－ア、�７－カの

３グリットによって構成されている。本地区ではⅠ～Ⅲ、Ⅴ、Ⅷ層まで確認された。Ⅴ層は、�６－アと

�７－カで確認された層で、Ⅷ層は、�６－アでのみ確認された層である。

本地区では、全グリットにおいて、米軍接収時代における掘削や造成を大きく受けていた。しかし、�

５－サでは、北東に傾斜する形でＥＬ＝�����ｍでⅢ層の近代～戦前の耕作土が確認されたが、他のグリッ

トで確認することはできなかった。

－��－

第�	図 あ地区地形図

第�
図 あ地区簡易層序断面図



�������	
��
��

本調査区は、あ地区の最東端に位置しており、①～⑧層まで確認された。しかし、ＥＬ＝������で確

認された⑧層の豊見城層まで米軍接収時代の造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑥層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑦層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

⑧層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

沖縄産陶器、本土産磁器、現代磁器、鉄製品（釘）

－��－

図版６ 南壁 図版７ 西壁

第��図 南壁 第��図 西壁
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本調査区は、あ地区の中央部に位置しており、①～⑧層まで確認された。しかし、ＥＬ＝�．���ｍで確

認された⑧層の新砂丘層まで米軍接収時代の造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑥層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑦層：新砂丘層（Ⅴ層）

⑧層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－��－

図版８ 南壁 図版９ 西壁

第��図 南壁 第��図 西壁



�������	
��
��

本調査区は、あ地区の最西端に位置しており、①～⑤層まで確認された。しかし、ＥＬ＝�����ｍの⑤

層の新砂丘層の直上まで米軍接収時代の造成の影響を受けていた。また、ＥＬ＝�����ｍで地下水面にあ

たり、それ以上の調査は行えなかった。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層：新砂丘層（Ⅴ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

本土産磁器、石器、木片、ガラス片、鉄線、青銅パイプ

－��－

図版�� 南壁 図版�� 西壁

第��図 南壁 第��図 西壁
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第��図 あ地区出土遺物

図版�� あ地区出土遺物
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い地区は、瀬長島最西部の丘陵に立地する地区であり、���－キ、���－セ、���－ヌ、���－ヌの４グ

リットによって構成されている。本地区ではⅠ～Ⅱ層、Ⅷ層まで確認された。

本地区は、全てのグリットで、米軍接収時代における掘削や造成を大きく受けていた。

－��－

第�	図 い地区地形図

第�
図 い地区簡易層序断面図
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本調査区は、い地区の最北端に位置しており、①～⑦層まで確認された。⑦層のＥＬ＝������まで米

軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑦層：米軍造成土（Ⅱ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

貝類、現代陶器

－��－

図版	� 北壁 図版	
 東壁

第��図 北壁 第��図 東壁
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本調査区は、い地区の中央部に位置しており、①～④層まで確認された。④層の豊見城層のＥＬ＝����

��～������まで米軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－	�－

図版
� 北壁 図版
	 東壁

第��図 北壁 第��図 東壁
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本調査区は、い地区の最西端に位置しており、①～⑧層まで確認された。⑧層の新砂丘層のＥＬ＝����

��まで米軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑦層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑧層：新砂丘層（Ⅴ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、本土産磁器、貝類、現代陶器

－��－

図版�	 北壁 図版�
 東壁

第��図 北壁 第��図 東壁



�������	
��
���

本調査区は、い地区の最南端に位置しており、①～③層まで確認された。③層の豊見城層のＥＬ＝����

��まで米軍の造成の影響を受けていた。また、米軍作成の地形図と照合した結果、斜面地を削平してい

ることもわかった。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層：米軍造成土（Ⅱ層）

③層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

グスク系土器、沖縄産陶器、本土産磁器、明朝系瓦、現代陶器

－��－

図版�	 北壁 図版
� 東壁

第��図 北壁 第�
図 東壁
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第８表 い地区出土遺物一覧

第９表 い地区遺物観察一覧

グ
リ
ッ
ト
名

層
序

遺
物
名

青
磁

白
磁

グ
ス
ク
系
土
器

沖
縄
産
施
釉
陶
器

沖
縄
産
無
釉
陶
器

本
土
産
陶
器

本
土
産
磁
器

明
朝
系
瓦

出
土
遺
物
層
序
計

い

地
区

���－キ 表採 � �

���－ｹ・���－ﾇ 表採 � �

���・�� 表採 � � � �

���－ヌ
④層 � � �

⑤層 � � �

	��－ヌ 表採 � � �
 �� � ��


�� 表採 � �

合計 � � � � �� �� �� 
 ��

挿図番号
図版番号

種類 器種 観察事項
出土地点
出土層

第��図
図版��

� グスク系土器 壺
胎土は、にぶい黄褐色。混入物は、白色粒を多く、

赤色・橙色粒を少し含む。調整は不明。
	��－ヌ
表採

� 沖縄産陶器 碗

文様は丸文で、外側が青の文、真ん中に褐色（楕

円形と思われる）の文を配する。釉色は透明、白

化粧。畳付けは無釉で、アルミナが残る。見込み

は蛇の目釉剥ぎでアルミナの痕が部分的に見られ

る。素地は、底部の一部で赤褐色を呈している所

があるが、全体的に灰色である。

	��－ヌ
表採

� 沖縄産陶器 水甕

��・��世紀頃。壺屋焼の水瓶である。器色は両面

とも赤みの灰黄赤色で、素地はにぶい赤色を呈す

る。口唇上部に二本の凸帯、胴部に一本の凸帯を

形成する。

	��－ヌ
表採

��明朝系瓦 平瓦
凹面は布目。凸面は横ナデ。胎土はにぶい黄橙色

を呈し、白色・橙色・雲母粒を少し含む。
	��－ヌ
表採

��明朝系瓦 平瓦
凹面は布目。凸面は横ナデ。胎土は橙色を呈し、

白色・雲母粒を少し含む。
���－ヌ
④層



－��－

第��図 い地区出土遺物

図版�� い地区出土遺物

�
� �

��

��



��� ���

う地区は、瀬長島最南部の丘陵下に立地する地区であり、���－キ・シ、���－テ・ト、���－コ・ソ、

���－ク・サ・セ、���－オ、���－キ、	��－ア、	�
－コ、��
－カ、��
－ソ、��－ト、��－ト、��
－

コ、��
－アの��グリットによって構成されている。本地区ではⅠ～Ⅷ層まで確認された。���－テ、�

��－コ・ソ、���－サ、���－クで北西に傾斜する形でⅢ層の近代～戦前までの耕作土を確認することがで

きた。また、���－キ・シ、���－テ・ト、���－ソ、���－サで北西に傾斜する形でⅣ層のグスク時代の

旧表土を確認することが出来た。

���－テ・トのグリットにおいては、ピット群や土坑？の遺構も検出された。

－��－

第��図 う地区地形図

第��図 う地区簡易層序断面図



��������	
��
��

本調査区は、う地区の最西端に位置しており、①～⑧層まで確認された。ＥＬ＝������で⑥層～⑦層

のグスク時代の旧表土の二次堆積土（Ⅳ－�層）が確認された。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑤層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑥層～⑦層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）

⑧層：新砂丘層（Ⅴ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁

－��－

図版		 東壁 図版	
 南壁

第
�図 東壁 第
�図 南壁



�������	
��
���

本調査区は、う地区の最西端に位置しており、①～�層まで確認された。ＥＬ＝������で④層～�層

のグスク時代の旧表土の二次堆積土（Ⅳ－�層）が確認された。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層～�層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）

�層～�層：新砂丘層（Ⅴ層）

�層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、白磁、黒釉陶器、褐釉陶器、グスク系土器、カムィヤキ、沖縄産陶器、本土産磁器、高麗系瓦、

明朝系瓦、石器、貝製品、木片

－�	－

図版
� 東壁 図版
	 南壁

第��図 東壁 第��図 南壁



�������	
��
���

本調査区は、う地区の斜面地に位置しており、①～⑱層まで確認された。ＥＬ＝������で⑤層～⑨層

の近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）とＥＬ＝������で⑩層～⑱層のグスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）が確認さ

れた。また南壁で確認された⑰層では、スミが多く混入していた

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層～⑨層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

⑩層～⑱層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）

（２）遺構

本グリットにおいては、焼土面？の遺構が確認された。

（３）出土遺物

青磁、白磁、青花、黒釉陶器、褐釉陶器、沖縄産陶器、グスク系土器、カムィヤキ、高麗系瓦、明朝

系瓦、石器、貝製品、貝類、魚骨、本土産磁器、現代陶器、木片

－��－

図版�� 東壁 図版�� 南壁

第	�図 東壁 第	�図 南壁



－��－

図版�� 遺構検出状況

第��図 遺構平面図



��������	
��
����

本調査区は、う地区の斜面地に位置しており、①～⑭層まで確認された。ＥＬ＝������で④層～⑭層

のグスク時代の旧表土（Ⅳ－�・�層）が確認された。また、確認された⑩層には、スミが多く混入してい

た。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層～⑨層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－１層）

⑩層～⑭層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－３層）

（２）遺構

本グリットにおいては、ピット群、土坑？の遺構が確認された。

（３）出土遺物

青磁、白磁、黒釉陶器、褐釉陶器、沖縄産陶器、グスク系土器、高麗系瓦、明朝系瓦、石器、貝類、

魚骨

－�	－

図版
� 南壁

第��図 南壁





－��－

第��図 遺構平面図



－��－

図版�� 遺構検出状況（上：遺構面検出状況 下：ピット群検出状況）



���������	

⑬層からピット群が検出された。各ピットの性質を明らかにするため、その内の４ヶ所を選択してピッ

トを半裁した。覆土の状況から、Ｐ１及びＰ２は攪乱を受け、Ｐ３及びＰ４は⑩層のグスクに相当すると

考えられる。出土遺物は、集計表を用いて表す。


�（第��図、図版��）

�����	�褐色粘質土 土坑深度��～�
㎝

米軍により攪乱されている。

青磁、貝、獣骨などを少量含む。


�（第�
図、図版��）

����
	
明黄褐色砂質土 土坑深度��㎝

米軍造成土。締まりがない砂質土で拳大の礫が混入し

ている。貝、獣骨などを少量含む。



（第�
図、図版��）

���� �����	� 褐色砂質土 土坑深度��㎝

���� �����	� 褐色砂質土 土坑深度�㎝

���� �����	� 褐色砂質土 土坑深度
㎝

���� �����	� 褐色砂質土 土坑深度�㎝

���� �����	� 褐色砂質土 土坑深度�㎝

褐色砂質土は締まりがなく、スミを大量に含む。貝・

魚骨などが全体にまばらに混入している。����は土

坑の深度が深く、スミや遺物も多量に含んでいた。

－��－

第��図 Ｐ１断面図

第�
図 Ｐ２断面図

第�
図 Ｐ３断面図

図版�� Ｐ１

図版�� Ｐ２

図版�� Ｐ３



��（第��図、図版��）

�����	� 褐色砂質土 土坑深度
�㎝

褐色砂質土はやや締まり、スミを多量に含んでいる。

遺物は、貝、甲殻類が出土している。

ＥＬ＝�����ｍまで掘り下げて、ピット２ヶ所を確

認した。

－�
－

図版�� Ｐ４

第��図 Ｐ４断面図

第��表 ピット遺構出土遺物一覧

番号
種類 青磁 点数 巻貝

点数
二枚貝

点数
獣骨 点数

完 破 完 破

Ｐ１
青磁(龍泉) � ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ � ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ � 未同定 


ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ �

ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ � �

Ｐ２
ﾆｼｷｳｽﾞ � ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ 
 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ科 �

ｶﾝｷﾞｸ 
 ｼﾗﾅﾐｶﾞｲ � ﾌﾞﾀﾞｲ科 �

ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ � ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ 
 未同定 


Ｐ３

ﾆｼｷｳｽﾞ 
 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ科 


ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ 
 未同定 �

ｲｼﾀﾞﾀﾐｱﾏｵﾌﾞﾈ 


ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ �

ﾆｼｷｱﾏｵﾌﾞﾈ � 


ｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ �

ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗ �

Ｐ�‐�

ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ � � 甲殻類 �

ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 
 � 未同定 �

ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ �

ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ �

ｶﾜﾗｶﾞｲ �

ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ �

ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ �

Ｐ�‐
 ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ � 未同定 ��

Ｐ�‐�
ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ � 未同定 


ﾅﾐﾉｺﾏｽｵ �

Ｐ�‐�

ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ � 
 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ科 �

ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ � ﾈｽﾞﾐ類 �

未同定 ��

Ｐ�‐�
ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ �

ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ �

Ｐ�

ﾆｼｷｳｽﾞ 
 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ � � 甲殻類 �

ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ 
 ﾏｸｶﾞｲ 
 ｳﾆ �

ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ � ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ �� 未同定 ��

ﾆｼｷｱﾏｵﾌﾞﾈ � ﾅﾐﾉｺﾏｽｵ �

ｺｵﾆｺﾌﾞｼ � ｻﾒｻﾞﾗ �

ｱﾝﾎﾞﾝｸﾛｻﾞﾒ � ｱﾗﾇﾉﾒｶﾞｲ �

ﾏﾀﾞﾗｲﾓ 
 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ �

ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ 




�������	
��
�����

本調査区は、う地区の斜面下の平坦面に位置しており、①～⑧層まで確認された。���－コ地区の東壁

の一部で⑤層の近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）がＥＬ＝�������付近で確認され、���－ソ地区で⑥層のグ

スク時代の旧表土（Ⅳ－�層）がＥＬ＝��	���で確認された。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

⑥層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－１層）

⑦層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、黒釉陶器、沖縄産陶器、グスク系土器、明朝系瓦、金属製品、貝製品、本土産磁器

－
�－

図版�	 Ⅰ��－コ・ソ東壁

第��図 東壁



�������	
���
�����

本調査区は、う地区の斜面地の平坦面に位置しており、①～⑧層まで確認された。②層～③層の近代～

戦前の耕作土（Ⅲ層）がＥＬ＝�����ｍで確認され、④層～⑥層のグスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）がＥＬ＝

�����ｍで確認された。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

④層～⑥層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）

⑦層：島尻マージ層（Ⅵ－２層）

⑧層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、白磁、グスク系土器、黒釉陶器、沖縄産陶器、本土産磁器、古銭、明朝系瓦、金属製品、貝製

品

－��－

図版�	 北壁

第
�図 北壁



�������	
���
��

本調査区は、���－サ地区の西側に位置しており、①～⑤層まで確認された。⑤層の近代～戦前の耕作

土（Ⅲ層）は、ＥＬ＝������で確認されたが、丘陵頂上からの二次堆積土と思われる。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層：近代～戦前までの耕作土（Ⅲ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、沖縄産陶器、本土産磁器、明朝系瓦

－	
－

図版�� 北壁 図版�	 東壁

第
�図 北壁 第

図 東壁



�������	
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本調査区は、���－ク地区の南側に位置しており、①～⑦層まで確認された。ＥＬ＝������で確認され

た⑥層の新砂丘層の直上まで米軍接収時代の造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑤層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑥層：新砂丘層（Ⅴ層）

⑦層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－	
－

図版�� 南壁 図版�� 西壁

第
�図 南壁 第
�図 西壁



�������	
���
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本調査区は、う地区の中央部に位置しており、①～⑫層まで確認された。米軍が埋設した配管がＥＬ＝

������から出土した。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層～⑫層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、グスク系土器、沖縄産陶器、石器

－��－

図版�	 東壁 図版�� 南壁

第

図 東壁 第
�図 南壁



��������	
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本調査区は、う地区の中央部に位置しており、①～⑦層まで確認された。米軍が埋設した配管がＥＬ＝

������から出土した。ＥＬ＝������で確認された⑦層の新砂丘層の直上まで米軍接収時代の掘削や造成

の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑥層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑦層：新砂丘層（Ⅴ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

沖縄産陶器、明朝系瓦、石器、現代陶器

－��－

図版�� 南壁 図版�� 西壁

第	
図 南壁 第	�図 西壁



���������	
���
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本調査区は、う地区の中央部に位置しており、①～⑫層まで確認された。グリット北西側のＥＬ＝�����

ｍまで米軍接収時代における掘削や造成を大きく受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑦層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑧層～⑨層：新砂丘層（Ⅴ層）

⑩層～⑫層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、沖縄産陶器、本土産磁器、明朝系瓦、石器

－��－

図版�� 西壁 図版�	 北壁

第��図 西壁 第	�図 北壁



���������	
���
�

本調査区は、う地区の中央部に位置しており、掘削深度１ｍで米軍の施設と思われる建物跡が確認され

たため、これ以上の調査は行えなかった。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

���������	
���
�

本調査区は、う地区の中央部に位置している。掘削深度��㎝で地下水面に当たったため、層序を確認す

ることができなかった。

（１）層序

不明

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－��－

図版�� 調査前状況 図版�� 検出状況

図版�� 調査前状況 図版�� 検出状況



��������	
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本調査区は、う地区の最南部に位置しており、①～⑥層まで確認された。ＥＬ＝�����ｍで確認された

③層の米軍造成土で米軍の埋設管と思われる配管が確認された。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑤層：米軍造成土

⑥層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－��－

図版�� 北壁 図版�� 東壁

第��図 北壁 第��図 東壁
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本調査区は、う地区の最南部に位置しており、①～⑤層まで確認された。ＥＬ＝�����ｍで確認された

④層の琉球石灰岩の直上まで米軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

⑤層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－��－

図版�	 西壁 図版�
 北壁

第�	図 西壁 第�
図 北壁



�������	
���
��

本調査区は、う地区の最東部に位置しており、①～⑤層まで確認された。ＥＬ＝�����ｍで確認された

新砂丘層の直上まで米軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層：新砂丘層（Ⅴ層）

⑤層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

貝製品

－��－

図版�� 北壁 図版�� 東壁

第��図 北壁 第��図 東壁
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本調査区は、う地区の丘陵部の中腹に位置しており、①～⑤層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで確認

された④層まで米軍接収時代の造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層：島尻マージ層（Ⅵ－１層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－��－

図版�� 西壁 図版�	 北壁

第
�図 西壁 第
	図 北壁



��������	
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本調査区は、う地区の丘陵部の中腹に位置しており、①～⑦層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで⑤層

～⑥層の近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）が確認され、ＥＬ＝������ｍで⑦層のグスク時代の旧表土（Ⅳ－�

層）が確認された。また、確認された⑦層では、スミが混入していることも確認された。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層～⑥層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

⑦層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、グスク系土器、沖縄産陶器、本土産磁器

－��－

図版�� 東壁 図版	� 南壁

第	�図 東壁 第
�図 南壁
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第��表 う地区遺物出土一覧１�

グ
リ
ッ
ト
名

層
序

遺
物
名

青
磁

白
磁

青
花

黒
釉
陶
器
（
天
目
）

褐
釉
陶
器
な
ど

カ
ム
ィ
ヤ
キ

グ
ス
ク
系
土
器

沖
縄
産
施
釉
陶
器

沖
縄
産
無
釉
陶
器

沖
縄
産
陶
質
土
器

本
土
産
陶
器

本
土
産
磁
器

高
麗
系
瓦

明
朝
系
瓦

角
釘

鉄
塊

鉄
片

�
（
は
ば
き
）

八
双
金
物

至
大
通
宝

か
ん
ざ
し

銅
線

砲
弾
破
片

石
器
（
敲
石
）

石
器
（
砥
石
）

石
器
（
敲
石
兼
凹
石
）

石
器
（
石
皿
？
）

石
製
品

丸
玉
（
未
製
品
）

臼
玉
（
未
製
品
）

タ
カ
ラ
ガ
イ
製
品

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
製
品

木
製
品

木
片

焼
土

ガ
ラ
ス
片

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

硬
貨

レ
ン
ガ

ジ
ッ
ポ

薬
莢

タ
イ
ル

出
土
遺
物
層
序
計

���－キ ⑧層 � �

���－シ

表採 � �

⑨層 � � � � ��

⑩層 �	 � � � � 
 � �	

⑪層 �
 � � � � �	

⑫層 � �

⑬層 � � � � ��

⑭層 
 � � 	

⑮層 � � �

⑰層 � � � �

⑱層 � � �

⑳層 � � 


�層 � �

�層 � � � 


廃土 
� 
 
 � �� � 
 � � � �	 � � �


���－テ（平成��年度）

表採 � � � � 
 �	 �
 �� �� ���

①層 � � �

②層 � � � � �� � �� � � �� � � � ��


③層 � � � 
 
 �� �	 � � � ��

④層 �
 � � � 	 
 � � � ��

⑥層 � � � �

⑧層 � �

⑨層 
 � �

⑪層 
 � �

⑬層 � � �

⑮層 � �

⑱層 � �

廃土 
 


���－テ・ト

表採 � � � 


②層 � � �

③層 � � � 	 � ��

⑦層 � 
 ��

⑨層 � � � � � � ��

⑩層 �� � � � � ��

⑭層 � �

廃土 � � � � 
 � ��

���・���・���・��
・��� 表採 � �� � �� 
�� � 
 ���

���・���・���・��
 表採 � � 


���周辺 表採 � � � � �	 



���、��� 表採 � �

��� 表採 � �

���－ア 表採 � 
 
 � � ��

Ｉ�
－コ

①層 � � 


②～④層 
 � � � � � ��

廃土 � �

Ｉ�
－ソ
②～④層 � � � � �

⑤層 � �

Ｉ�
周辺 表採 � �

Ｉ�
 表採 � � � �

Ｉ��－サ・Ｉ�
－コ・ソ 廃土 � �



－��－

第��表 う地区遺物出土一覧１�

グ
リ
ッ
ト
名

層
序

遺
物
名

青
磁

白
磁

青
花

黒
釉
陶
器
（
天
目
）

褐
釉
陶
器
な
ど

カ
ム
ィ
ヤ
キ

グ
ス
ク
系
土
器

沖
縄
産
施
釉
陶
器

沖
縄
産
無
釉
陶
器

沖
縄
産
陶
質
土
器

本
土
産
陶
器

本
土
産
磁
器

高
麗
系
瓦

明
朝
系
瓦

角
釘

鉄
塊

鉄
片

�
（
は
ば
き
）

八
双
金
物

至
大
通
宝

か
ん
ざ
し

銅
線

砲
弾
破
片

石
器
（
敲
石
）

石
器
（
砥
石
）

石
器
（
敲
石
兼
凹
石
）

石
器
（
石
皿
？
）

石
製
品

丸
玉
（
未
製
品
）

臼
玉
（
未
製
品
）

タ
カ
ラ
ガ
イ
製
品

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
製
品

木
製
品

木
片

焼
土

ガ
ラ
ス
片

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

硬
貨

レ
ン
ガ

ジ
ッ
ポ

薬
莢

タ
イ
ル

出
土
遺
物
層
序
計

Ｉ��－サ

表採 � � � �

①層 � �

②か③層 � � � � � � �	

③層 � � �

④層 �� � � � � � ��

③・④層 � �

⑧層 � �

廃土 � �

Ｉ��－ク

表採 � � �

①層 � � � �

②層 � � � 
 ��

③層 � � � � � � ��

④層 
 � � � � �


Ｉ��－ク周辺 表採 � � �

Ｉ�� 表採 � � � � �

Ｉ��周辺 表採 � � � � ��

Ｉ��・Ｉ��
②～④層 � �

廃土 � �

Ｊ��－オ

表採 � � � � � �

②層 � � � � � �

④層 � �

⑦層 � � � �

Ｊ��－キ

表採 � � �� ��

③層 � �

⑥層 � �

⑦層 � �	 � � ��

Ｊ��－オ・Ｊ��－キ 表採 � � �� ��

Ｊ��・Ｊ�� 表採 � �

Ｌ��－ア

撹乱 � � �

④層 � � � �

⑨層 � � � ��

⑩層 � � �

Ｌ��－コ 表採 � � � � ��

Ｎ６－ト ④層 � �

Ｍ��－ア
⑤層 � �

⑦層 � � 
 � � � �� � � ��

合計 ��� �� � �� �� � �� �� ��� �
 �� ��� � 
�� � �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �� � � �� � � � ��		

第��表 う地区スコリア及び軽石出土一覧１ｃ 単位：ｇ

グリット名 層序 スコリア 軽石

Ｈ��－キ
⑧層 ���� ����

廃土 ���� ���


��－シ

⑨層 ��

⑩層 ��

⑪層 ���

⑬層 �
�

�層 �

	 ��	

廃土 ��
�	 �
	


��－テ
表採 ��

④層 
�


��－テ・ト
⑩層 �		

⑬層 ���

合計 ��	�� ��
�



－���－

第��表 う地区遺物観察一覧１（青磁） 単位：��

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類

口径

素地

釉色
施釉・文様
などの特徴

年代 出土地点
出土層底径 光沢

器高 貫入

第��図
図版��

��

碗

完
形

無
鎬
連
弁
文
碗

�	
� 青みの明るい
灰色で粗粒子。
白色・黒色の
混入物を含む。

黄みの明るい灰緑色 底部施釉分類Ⅰ���
世紀前
半～�	世
紀後半

��
�テ



� あり ④層

�
� あり

��
口
縁
部

無
文
外
反
碗
Ⅰ

��

 灰白色の粗粒
子。白色の混
入物を含む。

黄みの明るい灰緑色 無文外反Ⅰ－�｡ �	世紀後
半 ���－ソ･

���－コ･
�
－サ
廃土

－ なし 内面に型造りの
人形手を施す｡
見込みは陽印花｡－ 細かい貫入

�


胴
部

－ 灰白色の粗粒
子。白・黒粒
の混入物を含
む。

黄みの明るい灰緑色 無文外反Ⅰ－�｡ �	世紀後
半

��
�テ

－ なし 内面に型造りの
人形手を施す｡
見込みは陽印花｡

④層

－ 粗い貫入

�	

－ 灰白色の粗粒
子。白・黒粒
の混入物を含
む。

黄みの明るい灰緑色 無文外反Ⅰ－�｡ �	世紀後
半

��	�シ

－ 若干失う 内面に区画文が見
られ、陰印花で菊
花の文様を施す｡

⑪層

－ なし

��

口
縁
部

��
� 灰白色の細か
い粒子。黒粒
の混入物を含
む。

明るい灰黄緑色 無文外反Ⅰ－ａ �	世紀前
半～�	世
紀後半

��	�シ

－ 若干失う ⑩層

－ なし

��

��

 灰白色の粗粒
子白色の混入
物を含む。

明るい灰黄緑色 無文外反Ⅰ－ａ �	世紀前
半～�	世
紀後半

��	�シ

－ あり ⑬層

－ 細かい貫入

��

��
� にぶい赤褐色
色の粗粒子。
白色の混入物
を含む。

明るい灰色 無文外反Ⅰ－ｂ �
世紀後
半～�	世
紀前半

��	�シ

－ なし ⑪層

－ なし

��

��
� 淡橙色の粗粒
子で白粒の混
入物を含む。

灰黄色 無文外反Ⅰ－ｂ �
世紀後
半～�	世
紀前半

��	�シ

－ なし 廃土

－ なし

��

－ 灰白色の粗粒
子で黒・白色
の混入物を含
む。

黄みの明るい灰緑色 無文外反Ⅰ－ｂ �	世紀前
半～�	世
紀後半

��
�ト

－ 若干失う ⑩層

－ 粗い貫入

��

��

 灰白色の粗粒
子で黒・白色
の混入物を含
む。

明るい灰黄緑色 無文外反Ⅰ－ｂ �
世紀後
半～�	世
紀前半

��	�シ

－ 若干失う ⑨層

－ なし

��

��

 灰白色の粗粒
子で黒粒の混
入物を含む。

明るい灰色 無文外反Ⅰ－ｃ �
世紀前
半～�	世
紀後半

��	�シ

－ あり ⑳層

－ なし
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第��図 う地区出土遺物１（青磁）
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図版�� う地区出土遺物１（青磁）
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第��図 う地区出土遺物２（青磁）
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図版�� う地区 出土遺物２（青磁）
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��

�� ��

��
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第��表 う地区遺物観察一覧３（青磁） 単位：��

挿図番号
図版番号 器種 部位 分類

口径

素地

釉色
施釉・文様
などの特徴 年代 出土地点

出土層底径 光沢

器高 貫入

第��図
図版	�

��

碗

口
縁
部

無
文
外
反
碗
Ⅲ
（
福
建
省
系
）

��
�黄灰色の粗粒
子で黒・白・
茶色の混入物
を含む。

黄みの明るい灰緑色 ��世紀前
半～��世
紀中葉


���テ

－ 若干失う ⑪層

－ 細かい貫入

��

�� 灰白色の粗粒
子で白色の混
入物を含む。

明るい灰黄緑色 ��世紀前
半～��世
紀中葉


���シ

－ 若干失う ⑪層

－ 粗い貫入

��

�� 橙色の粗粒子。
混入物はみら
れない。

明るい灰色 ��世紀前
半～��世
紀中葉

����ア

－ なし ⑦層

－ なし

��

��
�灰黄色の
で気泡が多い。
白色の混入物
を含む。

黄みの明るい灰黄赤 ��世紀前
半～��世
紀中葉


���シ

－ なし ⑪層

－ なし

��

底
部

－ 灰白色の粗粒
子で白・黒色
の混入物を含
む。

灰黄緑色 底部施釉分
類ⅠＢｂ
底部見込み
に窯道具の
痕有り

��世紀前
半


���ト

	
� あり ⑨層

－ 粗い貫入

�	

－ 黄灰色の粗粒
子で黒色の混
入物を含む。

灰黄緑色 底部施釉分
類Ⅰ�ｃ
見込み及び
高台内は、
平坦である

��世紀前
半


���テ

	
� なし ⑪層

－ 細かい貫入

��

－ 灰白色の粗粒
子で白・黒色
の混入物を含
む。

黄みの明るい灰緑色 底部施釉分
類ⅡＢａ
底部見込に
陰圏線あり

��世紀前
半～��世
紀中葉


���テ

	
� あり 表採

－ 細かい貫入

��

小
碗

口
縁
部

無
文
外
反
小
碗

��
�灰白色の粗粒
子で黒粒の混
入物を含む。

黄みの明るい灰黄緑色 ��世紀前
半～��世
紀後半


���シ

－ なし 廃土

－ なし

��

��
�灰白色の粗粒
子で白・黒色
の混入物を含
む。

明るい灰緑色 ��世紀前
半～��世
紀後半


���ア

－ あり 表採

－ やや粗い貫入

��

皿

口
縁
部

無
文
直
口
皿

－ 灰白色の粗粒
子で黒色の混
入物を含む。

明るい灰黄緑色 ��世紀 Ｉ���ク

－ 若干失う ③層

－ 細かい貫入

��
口
縁
部

無
文
外
反
皿

－ 黄灰色の粗粒
子で白粒の混
入物を含む。

黄みの明るい灰緑色 ��世紀前
半～��世
紀後半

Ｉ���サ

－ 若干失う ④層

－ 細かい貫入
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第��図 う地区出土遺物３（青磁）
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図版�� う地区出土遺物３（青磁）
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第��表 う地区遺物観察一覧表４（青磁） 単位：��

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類

口径

素地

釉色
施釉・文様
などの特徴

年代
出土地点
出土層

底径 光沢

器高 貫入

第��図
図版	�

�


盤

胴
部

鍔
縁
盤
Ⅰ

－ 橙色の粗粒子
で黒粒の混入
物を含む。

浅色 鍔縁盤Ⅰ�ａ ��世紀前
半

����サ

－ なし 東区
④層上－ なし

�


口
縁
部 鍔

縁
盤
Ⅱ


� 灰白色の粗粒
子で白色の混
入物を含む。

黄みの明るい灰緑色 ��世紀中
葉

����テ

－ 若干失う ④層

－ なし

��



�� 灰白色の粗粒
子で黒粒の混
入物を含む。

黄みの明るい灰緑色 ��世紀中
葉

����ク

－ あり ④層

－ 粗い貫入

��


��� 灰白色の粗粒
子で白の混入
物を含む。気
泡が多い。

明るい灰黄緑色 ��世紀中
葉

����シ

－ なし ⑭層

－ なし

�	
底
部


��� 灰白色の粗粒
子で白・黒色
の混入物を含
む。

明るい灰黄緑
盤底部分類�

内底に陰圏線
と印花文あり

��世紀中
葉

����ﾄ

－ 若干失う ⑨層

－ 粗い貫入

��
口
縁
部

直
行
口
縁
盤



�� 淡黄色微粒子。
茶・黒色の混
入物を含む。

明るい灰黄緑 口唇部に陽
圏線がみら
れる

��世紀 ����シ

－ 若干失う ⑩層

－ なし

��

底
部

底
部
分
類

－ 黄灰色で白色
の混入物を含
む。気泡が多
い。

灰黄緑色 盤底部分類ｂ ��世紀中
葉

����シ

�� あり 高台内に窯
道具のあと
が残る

⑪層

－ 細かい貫入

��

－ 浅黄橙色の粗
粒子で白色の
混入物を含む。

浅黄色 盤底部分類ｃ ��世紀中
葉

����ﾃ

�� なし 廃土

－ なし

��

杯

口
縁
部 碁

笥
底
杯

� 淡黄色でやや
微粒子。黒色
の混入物を含
む。

明るい灰黄緑 口縁部に１
条の陽圏線
がみられる

��世紀後
半

����シ

－ あり ⑬層

－ 細かい貫入

�� 底
部

－ 灰白色でやや
微粒子。気泡
有り。茶色の
混入物を含む。

明るい灰黄緑 ��世紀後
半

����シ


�
 若干失う ⑩層

－ なし

�
 壷
口
縁
部

盤
口
壷


	�	 灰白色でやや
微粒子。気泡
有り。白色の
混入物を含む。

明るい灰緑 ��世紀後
半～��世
紀前半

����テ

－ なし ⑦層

－ 粗い貫入



－���－

第��図 う地区出土遺物４（青磁）
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図版�� う地区出土遺物４（青磁）
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第��表 う地区遺物観察一覧５（青磁） 単位：��

挿図番号
図版番号 器種 部位 分類

口径

素地

釉色
施釉・文様
などの特徴 年代 出土地点

出土層底径 光沢

器高 貫入

第��図
図版��

��

碗

口
縁
部

雷
文
帯
碗

��	
 白色微粒子
黒色・茶色
粒の混入物
を含む。

黄みの明るい灰緑 外体面に雷文、
内体面に刻花
花文を描き、
内底に陰圏線

条廻らす。

��世紀前
半

���
テ

－ 若干失う ⑦層

－ なし

��

無
文
外
反
碗

��	� 灰白色でや
や微粒子。
黒色粒の混
入物を含む。

緑みのにぶい黄緑 無文外反碗Ⅰ
� ���
サ��世紀前
半～��世
紀後半－ なし ③層

－ なし

��

��	� 灰白色でや
や微粒子。
黒色粒の混
入物を含む。

緑みのにぶい黄緑 無文外反碗Ⅰ
���世紀前
半～��世
紀後半

���
シ

－ なし ⑨層

－ 細かい貫入

��

底
部

－ 灰白色でや
や微粒子。
気泡が多い。

明るい灰緑 無文外反碗Ⅰ
�
碗底部施釉分類
Ⅰ��
見込みに陰圏線と
二羽の鳳凰を施す。

��世紀前
半～��世
紀中葉

���
シ

－ 若干失う 表採

－ なし

��

－ 灰白色微粒
子で気泡多
し。

緑みのにぶい黄緑 碗底部施釉
分類Ⅰ

���
ト��世紀後
半～��世
紀前半� 若干失う ⑩層

－ あり

�� 小
碗

口
縁
部

無
文
外
反
小
碗

－ 灰白色微粒
子。白・黒
粒の混入物
を含む。

緑みのにぶい黄緑 ��世紀前
半～��世
紀後半

���
テ

－ あり ⑧層

－ やや粗い貫入

��

皿

無
文
直
口
皿

�� 灰白色微粒
子。

緑みの暗い灰黄緑 ��世紀前
半～��世
紀中葉

���
ク

－ あり ③層

－ なし

��

稜
花
皿

��	� 灰白色微粒
子。白・黒
粒の混入物
を含む。

外面→黄みの明るい灰緑
内面→明るい灰緑

稜花皿� ��世紀中
葉～��世
紀後半

���
テ

－ ④層若干失う
－ なし

��

－ 灰白色の微
粒子で気泡
が見られる｡

黄みの明るい灰緑色 稜花皿� ��世紀中
葉～��世
紀後半

���
サ

－ 若干失う ④層

－ なし

�
 盤 底
部

鍔
縁
盤
Ⅰ

－ 灰白色でや
や微粒子白・
黒粒の混入
物を含む。

全体→黄みの明るい灰緑
篦彫→灰黄緑色

鍔縁盤Ⅰ－ｂ
底部は、碁笥底に近
い外観を呈する。見
込に陰印花の双魚文
を施す。高台内(外底)
に窯道具の跡が残る。

��世紀前
半

���
ア

�	� ④層あり
－ あり 粗い

�� 杯
口
縁
部

無
文
直
口
杯

灰白微粒子
で黒・白粒
の混入物を
含む。

明るい灰緑色 ��世紀 ���
サ

－ 若干失う ④層

－ なし

�� 壷 胴
部

酒
会
壷

－ 黄灰色微粒
子で気泡多
し。

外面→緑みのにぶい黄緑
内面→黄みのうすい緑

��世紀後
半～��世
紀前半

���
シ

－ ⑩層なし
－ 細かい貫入



－���－

第��図 う地区出土遺物５（青磁）
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図版�� う地区出土遺物５（青磁）
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第��表 う地区遺物観察一覧６（白磁・青花） 単位：��

挿図番号
図版番号

種
類
器
種 部位 分類

産地

口径

素地

施釉 光沢
施釉・文様・
器形などの
特徴

年代 出土地点
出土層底径 釉色 貫入

器高

第��図
図版��

��

白
磁

碗
口
縁
部

福建省
系ﾋﾞﾛｰｽ
ｸⅣ類

－ 灰白の粗
粒子で赤・
黒色の混
入を含む。

明オリー
ブ灰色

若干失う ��世紀中
葉

	��ーｼ

－ なし 廃土

－

�� 碗
口
縁
部

福建省
系ﾋﾞﾛｰｽ
ｸⅣ類

－ 灰白色の
微粒子で
白・赤・
黒色の混
入を含む。

明オリー
ブ灰色

あり ��世紀後
半～��世
紀前半

	��ーﾄ

－ 大きな貫入 ⑩層

－

�� 碗 底
部

泉州窯
無文外
反碗

－ 明るい灰色
の粗粒子で�
㎜～
㎜ほど
の白・赤・
黒色の混入
物を含む。

内外面に
黄みの明
るい灰黄
緑色

あり 底部分類Ⅱ��｡
見込みに窯道
具の痕がみら
れる。高台が
ﾋﾞﾛｰｽｸに類似
している。

��世紀中
葉～��世
紀後半

	��ーﾃ

�

 細かい貫入 ⑦層

－

�� 碗 底
部

福建省
系底部

－ 淡黄色の粗
粒子で白・
赤・黒色の
混入物を含
む。

内底に黄
みの明る
い灰黄緑
色

あり 底部分類Ⅱ�ｃ。見
込みに幅広の蛇の目
かきとりが見られ、
窯道具の跡が残る。
底部が今帰仁ﾀｲﾌﾟに
類似している。

��世紀後
半～��世
紀中葉

	��ーｼ

�
� 細かい貫入 廃土

－

�� 皿 完
形

福建省
系直口
口縁抉
入高台

��

淡黄色の
粗粒子で
赤・黒色
の混入物
を含む。

透明 あり 見込みに重
ね焼きの痕
が�ヶ所残る。

��世紀後
半～��世
紀

	��ーﾃ

�
� 細かい貫入 ⑩層

�
�

�� 杯
口
縁
部

福建省
系八角
杯

�

 淡黄色の
粗粒子で
茶・黒色
の混入物
を含む。

透明 あり Ⅱ�� 抉入
高台

��世紀後
半～��世
紀中葉

���ーｻ

－ 細かい貫入 ④層

－

�� 杯 底
部

邵部窯
系外反
口縁抉
入高台

－ 淡黄色の
粗粒子で
茶・黒色
の混入物
を含む。

透明 あり 見込みに重
ね焼きの痕
が２ヶ所残
る。

��世紀後
半～��世
紀中葉

	��ーﾃ




 細かい貫入 ⑦層

－

��

青
花

碗 底
部 景徳鎮

－ 白色の微
粒子で茶・
黒色の混
入物を含
む。

透明 あり 底部分類Ⅱ
��。高台脇
と高台内に、
コバルトに
よる�本の界
線を廻らす。

��世紀～
��世紀

	��ーﾃ

�
� なし ②層

－

�
 皿
口
縁
部

中国

－ 明るい灰
色の微粒
子で茶・
黒色の混
入物を含
む。

透明 にぶい 内面に横の
線文、外面
は唐草文様
を施す。

��世紀後
半

	��ーﾃ

－ なし ③層

－
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第��図 う地区出土遺物６（白磁・青花）
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図版�� う地区出土遺物６（白磁・青花）
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第��表 う地区遺物観察一覧７（褐釉陶器・黒釉陶器・カムィヤキ） 単位：��

挿図番号
図版番号 遺物 器種 部位 産地

口径
底径
器高

胎土（色調・混入物） 釉薬の施釉範囲及び
色調、文様・光沢 時代 出土地点

出土層

第��図
図版��

�	

禾
目
状
天
目

碗

口
縁

中
国
南
平
茶
洋
窯

��
�
－
－

灰黄色の粗粒子で、赤
褐色粒・白色粒の混入
物を僅かに含む。

禾目状天目。全面に釉薬がかかり、
黒色の釉薬を基調に褐色が禾目文
様を作り出している。若干光沢あ
り。

��世紀前
半～��世
紀後半

Ｈ��－シ
⑭層

�� 口
縁

��
�
－
－

灰黄色の粗粒子で、赤
褐色・黒色・白色粒の
混入物を僅かに含む。

禾目状天目。全面に釉薬がかかり、
暗褐色の釉薬を基調に、にぶい褐
色が禾目文様を作り出している。
光沢あり。

�	世紀後
半～��世
紀中


��－シ
⑰層

�� 口
縁

��
�
－
－

灰黄色の粗粒子で、赤
褐色・黒色・白色粒の
混入物を僅かに含む。

禾目状天目。全面に釉薬がかかる。
黒色の釉薬を基調に、褐色が斑文
様を作り出している。若干光沢あ
り。

��世紀前
半～��世
紀後半


�	－ト
⑨層

��
柿
釉
天
目

口
縁

��
�
－
－

淡黄色の粗粒子で、赤
褐色・黒色粒の混入物
を僅かに含む。

柿釉天目。全面に釉薬がかかる。
褐色の釉薬を基調にしている。光
沢なし。

��世紀前
半～��世
紀後半


��－シ
⑪層

�� 底
部

－
	
�
－

淡黄色の粗粒子で、赤
褐色・黒色粒の混入物
を僅かに含む。

柿釉天目。見込みに釉薬がかかり、
外面は露胎。暗褐色の釉薬を基調
にしている。光沢なし。畳付け外
面を面取りしている。

��世紀前
半～��世
紀後半

挿図番号
図版番号 遺物 器種 部位 産地

口径
底径
器高

胎土（色調・混入物） 釉薬の施釉範囲及び
色調、文様・光沢

ピンホール
貫入 時代 出土地点

出土層

第��図
図版��

��

褐
釉
陶
器

壷

胴
部

中
国

－
－
－

粗粒子の色調は黄みの
明るい灰黄赤色で、赤
褐色・黒色粒の混入物
を僅かに含む。

内外面に白化粧を施し、
外面に釉薬がかかり、
一部露胎。明るい灰黄
赤色の釉薬を基調にし
ている。光沢なし。

内外面に少
しある。

��世紀前
半～��世
紀後半


�	－テ・
ト
⑨層

�� 胴
部

－
－
－

粗粒子の色調は明るい
灰色で、赤褐色粒・白
色粒の混入物を多量に
含む。

内外面に釉薬がかかり、外面は光
沢を持った釉薬で緑みの暗い灰黄
緑色を呈している。内面は赤みの
暗い灰黄色の泥釉を全体に掛け、
円形状に灰黄色の泥釉がかかる。

内外面に少
しある。

��世紀前
半～��世
紀後半


��－シ
⑨層

��
口
縁
部

タ
イ

��
�
－
－

粗粒子の色調は灰黄色
で、赤褐色粒・黒色粒・
白色粒の混入物を多量
に含む。

全面に釉薬がかかるがまばらで
ある。赤みの灰黄色と赤みの明
るい灰黄色の釉薬を基調にして
いる。釉溜まり及び釉垂れは黒
色を呈している。光沢あり。

ピンホール
が内外面に
僅かにある。

��世紀中 
��－シ
廃土

�� 胴
部

－
－
－

粗粒子の色調は青みの
明るい灰色で、赤褐色・
黒色・白色粒の混入物
を多量に含む。

露胎 口唇部？に輪積
みの痕が残る

ピンホール
が内外面に
僅かにある。

��世紀前
半～��世
紀後半


��－シ
⑮層

挿図番号
図版番号 遺物 器種 部位

口径
器高
底径

素地 色調（焼成） 調整ほか 出土地点
出土層

第��図
図版��

��

カ
ム
ィ
ヤ
キ

壺

胴部
－
－
－

微細な白色、茶色粒を
含む粗粒子

内外面：青灰色
芯部：暗赤褐色

壺胴部片。
外面：丁寧なナデ調整、線状
痕。
内面：細かい線状痕。

Ｈ��－シ
廃土

�	 胴部
－
－
－

微細な白色、茶色粒を
含む粗粒子

内外面：青灰色
芯部：暗赤褐色

壺胴部片。
外面：丁寧なナデ調整。
内面：線状痕、綾杉状の当て
具痕。

Ｈ�	－テ
表採

�� 胴部
－
－
－

微細な白色粒子を多量
混入。粗粒子。

内外面：暗灰色
芯部：暗灰色

壺胴部片。
外面：丁寧なナデ調整。
内面：線状痕、綾杉状の当て
具痕。

Ｈ�	－テ
③層

�� 胴部
－
－
－

微細な白色粒子を多量
混入。粗粒子。

内外面：赤褐色
芯部：暗褐色

壺胴部片。
外面：丁寧なナデ調整。
内面：線状痕、綾杉状の当て
具痕。

Ｈ��－シ
⑨層



－���－

第��図 う地区出土遺物７（褐釉陶器・黒釉陶器・カムィヤキ）



－���－

図版�� う地区出土遺物７（褐釉陶器・黒釉陶器・カムィヤキ）
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��
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�	

�
 ��

����
�


�	



－���－

第��表 う地区遺物観察一覧８（グスク系土器） 単位：��

挿図番号
図版番号 遺物器種部位

口径
器高
底径

胎土
器面調整 備考 出土地点

出土層色調・質 混入物

第��図
図版	�

��

グ
ス
ク
系
土
器

壺
口
縁
部

�
�
－
－

外面はにぶい黄
橙色。内面は褐
灰色。

白色・橙色を少
し含む 不明 Ｈ��－シ

⑬層

�� 壺
口
縁
部

－
－
－

内外面とも暗赤
褐色

砂質。ガラス質
の白色鉱物、砂
粒、黒色鉱物を
含む。

内・外面ともナ
デ調整か。

内面が黒く焼け
ている？

Ｈ��－テ
②層

�� 壺
口
縁
部

－
－
－

外面は暗赤褐色。
内面は赤黒色。

ガラス質白色鉱
物、白色・赤色
粒を少し含む。

不明 外面が黒く焼け
ている？

Ｈ��－テ
⑮層

�
 壺 胴
部

－
－
－

外面はにぶい黄
橙色。内面は灰
色。

白色・橙色を少
し含む

内・外面ともヘ
ラ調整。

Ｈ��－シ
⑩層

�� 壺 胴
部

－
－
－

外面はにぶい黄
橙色。内面は浅
黄橙色。

白色粒を多く、
赤色を少し含む。

外面はナデ調整｡
内面はヘラ調整｡

外面に黒く変色
した部分がある。

Ｈ��－シ
⑪層

�� 壺 胴
部

－
－
－

外面は赤褐色。
内面は褐灰色。

白色粒を多く、
橙色・雲母粒を
少し含む

外面はナデ調整｡
内面はケズリ｡

外面に指圧痕が
残る。

Ｈ��－シ
⑬層

�� 壺 胴
部

－
－
－

外面は明赤褐色。
内面は褐灰色。

白色粒を少し含
む。

外面はナデ調整｡
内面はヘラ調整
か。

外面に指圧痕が
残る。

Ｈ��－シ
⑳層

�� 壺 胴
部

－
－
－

外面はにぶい褐
色。内面はにぶ
い黄橙色。

白色粒を多く、
橙色を少し含む。

内・外面ともヘ
ラ調整。

Ｈ��－シ
��層

�� 壺 胴
部

－
－
－

外面はにぶい黄
橙色。内面は浅
黄橙色。

橙色粒を多く、
白色粒を少し含
む。

外面はナデ、ヘ
ラ調整。内面は
ナデ調整。

内面に指圧痕が
残る。

Ｈ��－シ
廃土

�	 不
明

胴
部

－
－
－

外面は赤褐色。
内面は明赤褐色。

白色粒を多く、
赤色・橙色粒を
少し含む

外面は横ナデ調
整。内面は横ハ
ケメ。

Ｈ��－テ
②層

�� 不
明

胴
部

－
－
－

にぶい黄褐色
白色粒を多く、
橙色・雲母粒を
少し含む

内・外面ともナ
デ調整。

内面に指圧痕が
残る。外面に黒
く変色した部分
がある。

Ｈ��－ト
⑩層

�� 壺 胴
部

－
－
－

外面は赤褐色。
内面は灰色。

白色・半透明・
雲母粒を少し含
む。

内・外面ともナ
デ調整。

Ｈ��－ト
⑭層

�� 壺 胴
部

－
－
－

外面は赤褐色。
内面はにぶい黄
橙色。

白色・橙色を少
し含む 不明 Ｍ��－ア

⑦層

�

 壺 底
部

－
－
－

にぶい黄褐色 白色粒を多く、
赤色を少し含む。

内・外面ともヘ
ラ調整。

内面に赤褐色の
混入物

Ｊ��－オ
表採



－���－

第��図 う地区出土遺物８（グスク系土器）



－���－

図版�� う地区出土遺物８（グスク系土器）
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－���－

第��表 う地区遺物観察一覧９（古瓦） 単位：㎝

挿図番号
図版番号 分類 器種

胎土
調整 大きさ

出土地点
出土層色調・質 混入物

第��図
図版��

���

高
麗
系

平瓦 灰色
白色・黒雲母
粒を少し含む。

凸面に羽状文様。
凹面は糸切りと布目。

厚み �	�
Ｈ�
－テ
③層

��� 平瓦
橙色。中心は
灰色

白色・橙色粒
を少し含む。

凸面に羽状文様。
凹面は糸切りと布目。

厚み �	�
Ｈ��－シ
⑩層

���

明
朝
系

平瓦 灰色
白色・橙色粒
を少し含む。

凹面は布目と紐圧痕。
凸面はナデ。

厚み �	�
Ｈ�
－テ
表採

��
 平瓦 灰色
白色・黒色・
橙色粒を少し
含む。

凹面は布目とナデ。
凸面はナデと糸切り
痕。

厚み �	�
Ｈ�
－テ
表採



－���－

第��図 う地区出土遺物９（古瓦）



－���－

図版�� う地区出土遺物９（古瓦）

���

���

���

���



－���－

第��図 う地区出土遺物��（金属製品）

第��表 う地区遺物観察一覧��（金属製品） 単位：㎝、ｇ

挿図番号
図版番号 種類 素材 重量 長さ 幅・厚み 観察事項 出土地点

出土層

第��図
図版��

���釘 鉄 ��	 
��
幅 ���
厚み��


頭部が�字状の角釘と思われるが判然としな
い。錆膨れや剥離などがみられ、縦横にヒビ
が走る。


�
－ト
⑭層

���� 銅 ��	 ���
幅 ���
厚み�～���

刀剣の鯉口で、完形品である。左側面に４条
の小さな傷が見られる。

��
－サ
④層

���八双金物 銅 
��
縦���
横
��

厚み ���

鎧の金具の一部で、菊のモチーフを用い、透
かし彫りになっている。左上部に一条の深い
鏨痕が見られる。全体的に青錆化しているが、
表面部に鍍金の痕跡が確認できる。

��
－サ
④層

���銭貨 銅 	��
外径 ��

内径 ���
孔径 縦横���

外縁厚 ���
内面厚 ���

「至大通寳」 初鋳年代は�	��年。全体が青
緑色の錆に覆われる。摩滅のためか「通」
「寳」がやや不明瞭になっているが判読は可
能。

��
－サ
④層

���
簪(男性
用副簪) 銅 
��

頭部 ��

首 ��

竿 ���

頭部 ���
首 
�

竿 	

短めの簪で全長���㎝。頭部は耳かき状で、柄
（竿）の部分はやや扁平な六角形状に成形さ
れている。首部と竿部の境目は不明瞭である。
頭部は一部破損しており、左に緩く婉曲する。

��	－コ
①層



－���－

図版�� う地区出土遺物��（金属製品）

���

��� ���

��� ���



滑らかな



－���－

第��図 う地区出土遺物��（石器）



－���－

図版�� う地区出土遺物��（石器）

���

���

���

���
���

���



成



－���－

第��図 う地区出土遺物��（貝製品）



－���－

図版�� う地区出土遺物��（貝製品）

��� ��� ���

���������
���

��	

��




��� ���

え地区は、瀬長島最東部の第２丘陵面に立地する地区であり、�５－オ、�４－ノ、�３－スの３グリッ

トによって構成されている。本地区ではⅠ層、Ⅱ層、Ⅶ層が確認された。

本地区は、全てのグリットで、米軍接収時代における掘削や造成を大きく受けていた。����（昭和��）

年に米軍が作成した地形図（第４図）の同地区の標高より７～８ｍ低くなっていることが確認できた。

－��	－

第
�図 え地区地形図

第
�図 え地区簡易層序断面図



�������	
��
��

本調査区は、え地区の最西端に位置しており、①～③層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで確認された

③層の琉球石灰岩の直上まで米軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層：米軍造成土（Ⅱ層）

③層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－���－

図版�� 北壁 図版�	 東壁

第
�図 北壁 第
�図 東壁



�������	
��
��

本調査区は、え地区の中央に位置しており、①～⑤層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで確認された⑤

層の琉球石灰岩の直上まで米軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－���－

図版	
 北壁 図版	� 東壁

第�	図 北壁 第��図 東壁



��������	
��
�

本調査区は、え地区の最東端に位置しており、①層しか確認することができなかった。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－���－

図版�� 検出状況

第��図 検出状況



��� ���

お地区は、瀬長島中央部の第２丘陵面に立地する地区であり、�８－ケ、�９－ス、���－イ、���－ツ、

���－ス、	�
－シ、���－オ、
��－ソの８グリットによって構成されている。本地区ではⅠ～Ⅳ層、Ⅵ

層～Ⅷ層まで確認された。�８－ケ、���－ツ、	�
－シで北西に傾斜する形でⅢ層の近代～戦前の耕作

土が確認できた。また、���－イ、���－ツ、���－スで北西に傾斜する形でⅣ層のグスク時代の旧表土を

確認することが出来た。

���－イ、���－スにおいては、ピットの遺構も検出された。

－���－

第��図 お地区簡易層序断面図

第��図 お地区地形図



�������	
��
��

本調査区は、お地区の最東端に位置しており、①～⑥層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで④層の近代

～戦前の耕作土を北西に傾斜する形で確認した。また、同じく北西に傾斜する形でＥＬ＝������ｍの高さ

で⑤層のグスク時代の旧表土（Ⅳ－２層）を確認した。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

⑤層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－２層）

⑥層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

沖縄産陶器

－���－

図版�	 西壁 図版�
 北壁

第
�図 西壁 第
�図 北壁



�������	
��
��

本調査区は、お地区の東部に位置しており、①～④層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで米軍接収時代

の埋設管と思われる配管を確認した。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－���－

図版�� 北壁 図版�� 東壁

第��図 北壁 第�	図 東壁



�������	
���
��

本調査区は、お地区の中央に位置しており、①～⑧層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで確認された⑤

層のグスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）を確認した。北東側の一部で米軍接収時代の埋設管と思われる配管

により④層～⑥層は削られていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

④層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

⑤層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－２層）

⑥層～⑦層：島尻マージ層（Ⅵ－１層）

⑧層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、北壁及び東壁でピットが確認された。

（３）出土遺物

青磁、白磁、青花、グスク系土器、黒釉陶器、褐釉陶器、沖縄産陶器

－���－

図版	� 北壁 図版	� 東壁

第
�図 北壁 第
�図 東壁



�������	
���
��

本調査区は、お地区の中央に位置しており、①～⑫層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで③層～⑤層の

近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）を確認した。また、ＥＬ＝������ｍで⑥層のグスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）

を確認した。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層：米軍造成土（Ⅱ層）

③層～⑤層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

⑥層：グスク時代の旧表土層（Ⅳ－２層）

⑦層～⑧層：島尻マージ層（Ⅵ－１層）

⑨層～⑩層：島尻マージ層（Ⅵ－２層）

⑪層：島尻マージ層（Ⅵ－３層）

⑫層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、黒釉陶器、褐釉陶器、沖縄産陶器、石器

－���－

図版�� 西壁 図版�� 北壁

第	�図 西壁 第		図 北壁



��������	
���
�

本調査区は、お地区の中央に位置しており、①～⑧層まで確認された。ＥＬ＝������ｍ～������ｍで確

認された⑤層～⑥層でグスク時代の旧表土（Ⅳ－�層）を確認した。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層～⑥層：グスク時代の旧表土（Ⅳ－２層）

⑦層：島尻マージ層（Ⅵ－１層）

⑧層：琉球石灰岩（Ⅶ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、グリットの中央でピットが確認された。

（３）出土遺物

青磁、黒釉陶器、本土産磁器

－���－

図版	
 北壁 図版	� 東壁

第���図 北壁 第���図 東壁



－���－

第���図 遺構平面図

図版�� 遺構検出状況



��������

基盤の⑥層から４つのピットが確認され、各ピットの性質を明らかにするため、その内の２ヶ所を選択

してピットを半裁した。覆土の状況などから上層のグスクに相当するピットと考える。遺物は出土してい

ない。

��（第���図、図版��）

��	
���
 暗褐色シルト質 土坑深度��㎝

��	
���
暗褐色シルト質を基本とし、��	
�
�
褐

色シルト質の団粒（��	～����）マージを含んでお

り、ややまだら状である。

���以下の石灰岩粒と黒色粒子（マンガン？）を僅

かに含んでいる。

��（第��
図、図版��）

��
���� 暗褐色シルト質 土坑深度��㎝

��
����暗褐色シルト質に、マージを僅かに含む。

－�
�－

第���図 Ｐ３断面図

第��
図 Ｐ４断面図

図版�� Ｐ３

図版�� Ｐ４



�������	
���
��

本調査区は、お地区の西側に位置しており、①～③層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで確認された③

層の近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）を確認した。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層：米軍造成土（Ⅱ層）

③層：近代～戦前の耕作土（Ⅲ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

青磁、本土産磁器

－��	－

図版
� 北壁 図版
� 東壁

第���図 北壁 第���図 東壁



�������	
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本調査区は、お地区の西側に位置しており、①～⑥層まで確認された。ＥＬ＝������ｍまで米軍接収時

代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～⑤層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑥層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－���－

図版�� 北壁 図版�� 東壁

第��	図 北壁 第��
図 東壁



�������	
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本調査区は、お地区の最西端に位置しており、①～②層まで確認された。①層の表土の下に米軍接収時

代の造成と思われる黄白色砂質土を確認したが、崩壊する恐れがあったため簡易的な調査を行った。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層：米軍造成土（Ⅱ層）黄白色砂質土

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－���－

図版�� 南壁 図版�� 西壁

第���図 南壁 第���図 西壁
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第��表 お地区遺物出土一覧

グ
リ
ッ
ト
名 層

序

遺
物
名

青
磁

白
磁

青
花

黒
釉
陶
器
（
天
目)

褐
釉
陶
器
な
ど

沖
縄
産
施
釉
陶
器

沖
縄
産
無
釉
陶
器

陶
質
土
器

本
土
産
磁
器

石
器
（
敲
打
器
）

石
器
（
石
皿
）

出
土
遺
物
層
序
計

お

地
区

���ケ 表採 � �

	�
�イ

表採 � �

②③層 � � � �

④層 � � � � � � � � ��

⑤層 � � � �

��
�ツ

③④層 � � � �

⑥層 � �

廃土 
 � � �

����ス
表採 � �

⑤層 � � �

����シ 表採 � �

合計 �� � � � � 
 � � � � � ��

第��表 お地区遺物観察一覧

挿図番号
図版番号

種類 器種 観察事項
出土地点
出土層

第���図
図版��

��� 青磁 碗
福建省系。無文外反碗Ⅰ－ｂにあたる。素地は淡黄色で粗
粒子。釉色は明るい灰黄緑色。外面に粗い貫入が見られる。
口径は�
．�㎝。��世紀前半～後半。

	�
�イ
④層

��� 青磁 皿
福建省系。無文口折皿にあたる。素地は灰白色の粗粒子で
茶色の混入物を含む。釉色は黄みの明るい灰緑色。��世紀
前半～��後半。

��
�ツ
④層

��� 青磁 盤
福建省系。鍔縁盤Ⅱ－�にあたる。素地は灰白色微粒子で
茶色の混入物を含む。釉色は明るい灰黄緑色。内外面に細
かい貫入が見られる。口径は��．�㎝。��世紀中葉～後半。

���表採



－���－

挿図番号
図版番号

種類 器種 観察事項
出土地点
出土層

第���図
図版��

��� 青磁 香炉

福建省系。三足香炉にあたる。素地は灰白色粒子で茶色の
混入物を含む。内外面に細かい貫入が見られる。全体的に
風化しており、緑みのうすい黄色を呈しているが、本来の
釉色は緑みの暗い灰黄緑色。��世紀前半～後半。

H 10-ツ

④層

��� 青磁 小碗
龍泉窯系。無文外反小碗にあたる。素地は灰白色と淡黄色
の微粒子が混ざり、白色、茶褐色の混入物を含む。釉色は
黄みの明るい灰緑色。��世紀前半～後半。

I 10-イ

④層

��	 青磁 香炉

龍泉窯系。三足香炉にあたる。素地は灰白色微粒子で、茶
色の混入物を含む。釉色は黄みの明るい灰緑色。外体面上
部に幅�㎜の凸帯文が見られる。口径は��．
㎝。�
世紀後
半～��世紀前半。

G 11-ｽ

⑤層

��� 青花 小杯

外反口縁杯である。口唇部外面上部に釉溜まりがみられ、
その下に文様が見られるが小破片のため不明。外反する口
唇部内面に１条の界線を巡らす。素地は灰白色の細粒子で、
茶・黒の混入物を含む。。コバルトの発色はやや鮮明で、
灰青色を呈す。貫入はみられない。��世紀～��世紀。

I 10-イ

④層

��� 黒釉陶器 碗

産地不明。禾目状天目にあたる。素地は灰色と白色の粗粒
子で、褐色粒の混入物を僅かに含む。全面に釉薬がかかる。
黒色の釉薬の上に褐色の釉薬が施され、褐色の釉薬が禾目
文様を作り出している。若干光沢あり。�
世紀後半～��世
紀中葉。

H 10-ツ

③層

��� 褐釉陶器 壷

中国産である。胎土は明るい浅黄橙色と黄灰色で黒色・半
透明の混入物を含む。外面には全体的に黄色みをおびた釉
がかかるが、釉だまりの部分は暗オリーブ色を呈している。
内面は泥釉がかかる。外面に貫入が少し見られる。��世紀
前半～後半。

I 10-イ

⑤層

��
 褐釉陶器 壷
中国産である。胎土は橙色で赤白色粒の混入物を含む。外
面には暗灰黄色の釉がかかる。内面は露胎。��世紀前半～
後半。

I 10-イ

④層

���
沖縄産陶
器

碗

壷屋でつくられた施釉の陶器である。高台脇から胴部にか
けて呉須（ふかい青紫）で二本の圏線を巡らし、その上部
に菊花？の文様を施す。見込み付近に一本の圏線が見られ
るが、二重の圏線が巡らされていたと思われる。見込みの
蛇の目釉剥ぎ部分に白化粧が残る。素地は淡黄色。釉種は
白化粧＋呉須＋透明釉で施釉。

I 10-イ

④層

��� 石器 敲打器

平面形が楕円形、断面は隅丸方形を呈する細粒砂岩である。
上下端内側、表裏面に敲打痕を有する。上下端は平坦をな
すほどに敲打され裏面においては中央部にくぼみを有する。
両側面には抉りがみられ、握り部を作り出している。長さ
���㎝、幅���㎝、厚さ
�
㎝、重量���ｇ。

H 10-ツ

④層
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第���図 お地区出土遺物
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図版�� お地区出土遺物
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か地区は、瀬長島中央部の頂上に立地する地区であり、���－オ、���－ネの２グリットによって構成

されている。本地区ではⅠ層、Ⅱ層、Ⅷ層が確認された。

本地区は、全てのグリットで、米軍接収時代における掘削や造成を大きく受けていた。����（昭和��）

年に米軍が作成した地形図（第４図）の標高より７～８ｍ低くなっていることが確認できた。

－�		－

第���図 か地区地形図

第��
図 か地区簡易層序断面図
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本調査区は、か地区の最東端に位置しており、①～③層まで確認された。ＥＬ＝������ｍまで掘り下げ

たが、全て米軍の造成土であった。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～③層：米軍造成土（Ⅱ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

なし

－��	－

図版
� 東壁 図版

 南壁

第���図 東壁 第���図 南壁
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本調査区は、か地区の最西端に位置しており、①～⑤層まで確認された。ＥＬ＝������ｍで確認された

⑤層の豊見城層（Ⅷ層）まで米軍接収時代の掘削や造成の影響を受けていた。

（１）層序

①層：現在の表土（Ⅰ層）

②層～④層：米軍造成土（Ⅱ層）

⑤層：島尻層群豊見城層（Ⅷ層）

（２）遺構

本グリットにおいては、確認されなかった。

（３）出土遺物

戦争遺物

－���－

図版��� 北壁 図版��� 東壁

第��	図 北壁 第���図 東壁



��� ����

海岸踏査は、瀬長島の南東側から北側の海岸を踏査する方法で３回実施した。瀬長島の南東側から北西

側はビーチロック、北側は浅瀬の砂浜が広がっていた。

平成��年��月��日に実施した１回目では、南東側の海岸で石斧や青磁片などを採取することができた。

しかし、平成��年３月��日と同年４月��日に実施した際には、遺物を採取することはできなかった。

－���－

第���図 海岸踏査調査区
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第��表 海岸踏査確認遺物一覧

図版��� 海岸踏査遺物確認状況

層
序

遺
物
名

青
磁

白
磁

褐
釉
陶
器

カ
ム
ィ
ヤ
キ

沖
縄
産
施
釉
陶
器

沖
縄
産
無
釉
陶
器

陶
質
土
器

本
土
産
磁
器

瓦 石
斧 貝

採
集
遺
物
計

沿
岸
地
区

国有地
南西

� � � � � � ��

北東 � � � ��

南東 � � 	 � � ��


２ � �

合計 �� � � � � �� � � � � � ��



割



－���－

第���図 海岸踏査確認遺物
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図版��� 海岸踏査確認遺物
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瀬長島は、戦後すぐに米軍に接収され、那覇飛行場の弾薬庫などの補助施設として利用されていたため、

埋蔵文化財同様、これまで戦争遺跡の詳細な調査も行われていなかった。

今回の調査で、戦争遺跡の分布調査も併せて行った。

調査の結果、瀬長島南東側の丘陵斜面地で戦時中に構築されたと思われる壕を１基確認した。また、丘

陵頂上付近でも戦時中に構築されたと思われる壕を１基確認した。

瀬長島南東側で確認された壕は、砂岩層を掘り込み、入り口が�字状に構築されていた。また、丘陵

頂上付近の���地区で確認された壕は、琉球石灰岩と砂岩層の境目に構築されていた。

－���－

第���図 戦争遺跡分布図

	
��


����
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図版��� 戦争遺跡確認状況（上：�３地区 下：���地区）
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名 和 純

瀬長グスクから得られた貝類の殻は、腹足綱���種、二枚貝綱��種の合計���種であった。これらの貝類

の生息環境は、次の７タイプに分けられる。１．森林：２．河川：３．マングローブ：４．内湾干潟：５．

岩礁海岸：６．礁池干潟～礁池：７．サンゴ礁。以下に生息環境ごとに出土状況を述べる。

森林：森林を生息場所とする陸産種は、アオミオカタニシ、ツヤギセル、オキナワウスカワマイマイ、

パンダナマイマイ、イトマンマイマイ、アフリカマイマイの�種となっている。このうち最も多く得られ

ているイトマンマイマイは、自然度の高い森林に生息する種とされている（黒住，	���)。この種は、沖

縄島中南部においては、現在は僅かな場所に生息しているにすぎないが、石灰岩の隙間などから化石が多

量に見出される（久保・黒住，�

�)。こうしたことから、瀬長グスク形成当時は、イトマンマイマイの

大きな個体群を維持できるだけの豊かな森林環境がこの付近に発達していた可能性がある。なお、２個体

のみ得られているアフリカマイマイは移入種であり、表層からの混入と考えられる。

河川：河川を生息場所とする種は、トウガタカワニナが僅かな個体数得られているのみである。

マングローブ：マングローブを生息場所とする種は、センニンガイ（１個体出土）とシレナシジミの２

種が得られている。センニンガイは、現在はフィリピン以南の熱帯域のマングローブ湿地に生息域のある

種であり、沖縄島からは約	���年前に絶滅したとされている（小澤他，�

�)。シレナシジミは、現在で

も沖縄島各地の自然度の高いマングローブ湿地に生息しているが、瀬長グスク周辺には現生していない。

これらのことから、グスク形成当時は、周辺域に安定したマングローブ湿地が形成されていた可能性があ

る。

内湾干潟：内湾干潟を生息場所とする種は、カンギク、マルアマオブネ、カヤノミカニモリ、イボウミ

ニナ、ヘナタリ、シマベッコウバイ、オキシジミ、スダレハマグリ、アラスジケマンガイが出土している。

このうち、カンギク、マルアマオブネ、イボウミニナ、アラスジケマンガイは、まとまった個体数で得ら

れている。

岩礁海岸：岩礁海岸（岩礁潮間帯上部）を生息場所とする種は、オオベッコウガサ、ツタノハガイ、リュ

ウキュウウノアシ、オキナワイシダタミ、イシダタミアマオブネ、アマオブネ、コンペイトウガイ、ゴマ

フニナ、ヒラカラマツ、オハグロガキが出土している。このうち、オキナワイシダタミ、イシダタミアマ

オブネ、アマオブネの３種は多量に得られている。

礁池干潟～礁池：礁池干潟および礁池を生息場所とする種には、最も多くの種が含まれている。まとまっ

た個体数で出土した種は、ニシキウズ、クワノミカニモリ、クモガイ、マガキガイ、ハナマルユキダカラ、

ハナビラダカラ、イトマキボラ、コオニコブシ、マダライモ、ベニエガイ、ミドリアオリ、ウラキツキガ

イ、カワラガイ、イソハマグリ、リュウキュウマスオ、ホソスジイナミガイなどであった。なかでも、イ

ソハマグリ、カワラガイ、ウラキツキガイ、ホソスジイナミガイの４種の二枚貝類は、突出して多量に得

られている。カワラガイとウラキツキガイは、現在の沖縄島では沖縄市泡瀬干潟や恩納村屋嘉田潟原といっ

た最も自然度の高い礁池干潟にのみまとまった個体群が維持されている。そのため、グスク形成当時は、

瀬長グスク付近に自然度の高い豊かな礁池干潟が存在していたと考えられる。

サンゴ礁：サンゴ礁を生息場所とする種は、多くの種が出土している。そのうち、主な種は、サラサバ

テイ、チョウセンサザエ、ヤコウガイ、ホシダカラ、ホラガイ、アンボンクロザメ、シラナミなどとなっ

ている。このうち、チョウセンサザエとシラナミは、まとまった個体数で得られている。

上述のとおり、瀬長グスクから出土した貝類の生息環境は、幅広い海岸環境にまたがっている。これら

の環境は、陸から海にかけて、森林→マングローブ→内湾干潟→岩礁海岸→礁池干潟→サンゴ礁と連なる

大スケールのエコトーン（移行帯）としてとらえることができる。このように、グスク形成当時、広大で

豊かに保たれていた一連の海岸環境が余すところなく利用されていたと考えられる。なかでも、礁池干潟

の二枚貝類を多量に含むことが瀬長グスクの出土貝類を特徴付けている。これらの二枚貝類（カワラガイ、

－���－



ウラキツキガイ、ホソスジイナミガイなど）は、瀬長グスク北側地先の大嶺干潟に現在も生息している。

大嶺干潟は、瀬長グスク形成当時の環境を知ることのできる貴重な干潟といえよう。

����

黒住耐二，����．イトマンマイマイ．改訂『沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編 ―レッドデー

タおきなわ―』沖縄県環境保健部自然保護課

久保弘文・黒住耐二，����『沖縄の海の貝・陸の貝』沖縄出版

小澤智生・井上恵介・黒田登美雄，����『南西諸島のマングローブにおけるセンニンガイの消長と後氷期

気候変動』名古屋大学古川総合研究資料館報告��，��－��．
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パリノ・サーヴェイ社
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豊見城市瀬長島に所在する瀬長グスクの試掘調査では、いわゆる「高麗系瓦」とされる瓦片が２点出土

している。この瓦は、出土状況等などから��世紀～��世紀頃のものと考えられ、その特徴から浦添ようど

れで確認されている「天」などの銘がある瓦と同様なものとされている。

高麗系瓦は、これまでは朝鮮半島からの輸入品であると考えられてきたが、近年の沖縄本島における発

掘調査成果（例えば名護市教育委員会（����）など）や、その分析事例（浦添市教育委員会�����・山本

ほか����	）などから、高麗瓦は沖縄本島内で製作された可能性のあることも呈示されている。一方、上

原（����
）は、瓦の文様や記銘方法から、高麗時代の瓦の造瓦技術の琉球への伝播を述べながらも、上

原（�����）により、済州島出土の高麗時代の古瓦に認められる技術的系譜は、沖縄諸島出土瓦とはやや

遠いという指摘もしている。いずれにしても、高麗系瓦の窯跡が確認されていないことにより、現在でも、

沖縄本島から出土する高麗系瓦の生産地については、大きな課題とされている。

瓦の材料すなわち胎土の特性を明らかにし、そこから材料の採取地の地域性や製作者の違いなどを解析

する胎土分析は、上記課題に対しても有効な分析手法であると考えられる。上述した山本（���	）の分析

事例は、首里城跡より出土した各種の古瓦（��世紀後半～��世紀前半とされる）について分析を行ったも

のであるが、結果として、�）発掘調査所見により「明朝系」、「高麗系」、「大和系」と分類された試

料が、胎土分析では、互いにかなりよく似た鉱物組成・岩石片組成を示し、区別することができない、�）

これらの鉱物組成・岩石片組成から推定される地質は、沖縄本島北部の名護市北西部付近に想定される、

という知見を得ることができた。これらの知見からは、首里城跡出土の瓦は、大陸や朝鮮半島および日本

本土など各地の瓦が集まっているという状況よりも、全て沖縄本島内のある限定された地域で生産された

という状況を示唆している。

本報告では、瀬長グスクより出土した高麗系瓦について、首里城跡より出土した各種の古瓦と同様の手

法による胎土分析を行い、その比較検討により、高麗系瓦の製作に係わる資料を作成するものである。
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試料は、瀬長グスクより出土した２点の高麗系瓦とされた接合試料である。各試料には注記があり、１

点は「���
テ②層」、１点は「���
シ⑩層」とされている。ここでは、これらを試料名とする。
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胎土分析には、現在、様々な分析方法が用いられているが、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める

方法と化学組成を求める方法とがある。前者は粉砕による重鉱物分析や薄片作製による顕微鏡観察などが

主に用いられており、後者では蛍光Ｘ線分析が最もよく用いられている方法である。

今回の試料のように比較的粗粒の砂粒を多く含み、低温焼成と考えられる瓦の分析では、鉱物組成や岩

片組成を求める方法が、胎土の特徴が捉えやすいこと、地質との関連性を考えやすいことなどの利点があ

ることから適当と考える。さらにこの方法の中でも薄片観察は、胎土中における砂粒の量はもちろんのこ

と、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片および微化石の種類なども捉えることが可能であり、得ら

れる情報は多い。なお、これまでは、これら薄片からの情報は定性的に記載されることが多かったが、こ

こでは、下記のポイント法による粒子の計数により、定量的に表す方法を採用する。これにより、胎土の

特性をより詳細に識別することが可能となる。例えば、後背の地質を共有する地域内では、土器胎土の鉱

物組成や岩石組成が互いに類似するが、胎土中の砂の粒径組成を捉えることにより、地域内での局地的な

胎土の違いや時期や器種等による胎土の違いを見出せる可能性もある。以下に手順を述べる。
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薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に������の厚さに研磨して作製した。薄片

は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種

類構成を明らかにした。

データの呈示は、松田ほか（����）が示した仕様に従う。砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて

�����間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子をポイント法により	��個あるいはプレパラート全

面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・

岩石別出現頻度の３次元棒グラフ、砂粒の粒径組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラ

フを呈示する。

����

薄片観察結果を表１、図１～３に示す。各試料に認められる主な鉱物片は、石英と斜長石であり、少量

のカリ長石を伴う。これらの鉱物片以外に、
��－テ②層では微量の黒雲母が認められ、
��－シ⑩層で

は微量の角閃石と不透明鉱物が認められた。岩石片では、両試料ともにチャートと多結晶石英を比較的多

く含むが、
��－テ②層には微量の頁岩と粘板岩が認められ、
��－シ⑩層には微量の砂岩が認められた。

砕屑物の量比は、
��－テ②層が約	��、
��－シ⑩層が	��ほどあり、後者の試料の方が若干砕屑物を

多く含む。一方、胎土中の砂粒の粒径組成では、両試料ともに細粒砂～極細粒砂に集中するが、
��－テ

②層は極細粒砂にモードがあり、
��－シ⑩層は細粒砂にモードがある。
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両試料の胎土の鉱物・岩石組成は、主要な鉱物・岩石では類似するが、微量含まれる鉱物と岩石におい

て、種類の違いが認められる。特に岩石片において、
��－テ②層に認められる粘板岩は変成岩であり、


��－シ⑩層に認められる砂岩は堆積岩である。したがって、各試料の胎土が由来する堆積物の地質学的

背景が異なる可能性がある。なお、これらを比較する沖縄島の地質については、主に木崎編（��
�）およ

び日本の地質「九州地方」編集委員会（���	）などの記載を参照した。


��－テ②層の胎土において、地質を示唆する砕屑物は、チャート、頁岩、粘板岩である。これらのう

ち、頁岩と粘板岩という組み合わせからは、沖縄島の北部～中部西岸域に分布する、中生代白亜紀から新

生代古第三紀にかけて形成された名護層と呼ばれる、主に頁岩と千枚岩および緑色岩からなる地質が推定

される。粘板岩は、千枚岩よりもやや結晶度の低い変成岩であり、名護層中にも産する岩石である。チャー

トについては、沖縄島では、古生代末から中生代に及ぶ堆積岩を主とする地質である本部層、今帰仁層、

与那嶺層を構成する岩石の一部として分布しているが、これらの地質の分布域は、ほぼ本部半島に限られ

ている。したがって、
��－テ②層の胎土が示す地質学的背景を沖縄島内に求めるとすれば、名護層分布

域と本部半島が接する名護市北西部付近を想定することができる。なお、微量の黒雲母は、中部・北部の

西岸沿いに岩脈や岩株、岩床として点々と分布している黒雲母石英斑岩に由来する可能性がある。

山本ほか（	���）による首里城の古瓦の分析では、高麗系、明朝系、大和系の各瓦試料のほとんど全て

が、黒雲母を含み、チャートと変成岩を特徴とする岩石片組成を示しており、その地質学的背景は、上述

した
��－テ②層の胎土と同様のことが推定された。すなわち、瀬長グスクにおける
��－テ②層とさ

れた高麗系瓦については、その生産過程において、首里城で出土した多くの古瓦との関連性が非常に高い

ことが考えられる。

また、浦添ようどれ出土の高麗系瓦を試料とした分析では、薄片観察により、胎土中の鉱物片・岩石片

の状況を定性的に捉えている。試料には、「癸酉年」、「大天」、「天」などの銘が確認されているが、

胎土は、いずれもほぼ同様であった。すなわち、鉱物片では石英、カリ長石、斜長石および角閃石と白雲

母が確認され、岩石片では主にチャートと花崗岩類および結晶片岩が認められている。
��－テ②層の胎

土と比べると、鉱物片では黒雲母と白雲母の違いがあり、岩石片では、花崗岩類と多結晶石英および結晶

片岩と粘板岩という違いがある。ただし、いずれの違いも、それぞれ同一の地質に由来する鉱物および岩

石でもあることから、
��－テ②層は、浦添ようどれ出土の高麗系瓦とも、その胎土において共通性が高

いと言うことができる。
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���－シ⑩層の胎土の特徴は、鉱物片では角閃石と不透明鉱物、岩石片ではチャートと砂岩であり、上

述したチャートの沖縄島での分布を考慮すると、その地質学的背景はやはり本部半島付近の地質となる可

能性はある。しかし、土器胎土中に含まれるような細礫以下のチャートの岩石片は、沖縄島南部に広く分

布する新第三紀の堆積岩からなる島尻層群を構成する砂岩中にも含まれている（神谷ほか�����)。したがっ

て、現時点では、���－シ⑩層の胎土の地質学的背景は、本部半島だけではなく、瀬長グスクの位置する

沖縄島南部も含めた広い範囲が想定される。また、山本ほか（�		�）による首里城の古瓦の分析では、変

成岩を含まない胎土の古瓦試料は認められていない。これらのことから、���－シ⑩層とされた高麗系瓦

については、その生産に係わる事情が、��
－テ②層の瓦や首里城出土の古瓦とは異なっていた可能性が

ある。

今回分析を行った高麗系瓦の胎土の由来の違いは、各試料の胎土が由来する堆積物の地質学的背景が異

なることに起因する。これは瀬長グスクの高麗系瓦の生産や流通の違いを反映している可能性があり、興

味深い結果である。ただし、試料数の少ない現時点では、上述したような、微量に出現した鉱物や岩石片

の評価を課題として継続した分析を進めていく必要がある。また、沖縄県内の河川砂や路頭試料等につい

ても分析を行い、基礎データの蓄積した上での比較検討も望まれる。
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神谷厚昭・我謝昌一・山田真弓������南風原町の地質�南風原町史 第�巻 自然・地理資料編�南風原町���－

���

木崎甲子郎編著���
��琉球弧の地質誌�沖縄タイムス社���
��

松田順一郎・三輪若葉・別所秀高������瓜生堂遺跡より出土した弥生時代中期の土器薄片の観察－岩石学

的・堆積学的による－�日本文化財科学会第��回大会発表要旨集���	－����

名護市教育委員会社会教育課������名護市文化財調査報告�	 宇茂佐古島遺跡－宇茂佐第二地区区画整理

事業に伴う埋蔵文化財範囲確認調査報告書－��	���

日本の地質「九州地方」編集委員会������日本の地質９ 九州地方�共立出版������

上原 靜��		���韓国からみた琉球諸島の高麗瓦�世界に拓く沖縄研究�第
回沖縄研究国際シンポジウム実

行委員会����－��
�

上原 靜��		���沖縄諸島における高麗瓦の系譜－韓国済州島出土の高麗瓦との比較－�南島文化��
�
�－

���

浦添市教育委員会��		��浦添市文化財調査研究報告書 浦添ようどれⅡ－瓦だまり遺構編－史跡浦添城跡

復元整備事業に伴う発掘調査報告������

山本正昭・上田圭一・矢作健二・石岡智武��		��首里城跡御内原西地区発掘調査出土瓦の胎土分析とその

検証�沖縄県立埋蔵文化財センター紀要第５号 沖縄埋文研究５（印刷中）�
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表１ 古瓦胎土分析表

試
料

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

合
計

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

多
結
晶
石
英

粘
板
岩

植
物
珪
酸
体

���－テ②層
砂

細礫 �

極粗粒砂 �

粗粒砂 �

中粒砂 � � � 	 � �	

細粒砂 	
 � �� 
 � � � �


極細粒砂 �� � �
 
 	 
 � ��

粗粒シルト 	� �� � � ��

中粒シルト �� � �


基質 ���

孔隙 	�

���－シ⑩層
砂

細礫 �

極粗粒砂 � �

粗粒砂 �

中粒砂 � � � �	

細粒砂 �
 �	 
 � ��

極細粒砂 �� 	 �	 � � � � ��

粗粒シルト 	
 �� �


中粒シルト �� � �


基質 ���

孔隙 	�
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以上、これまで平成��年度から平成��年度にかけて実施した、瀬長島内の試掘調査の成果について述べ

てきた。２年間で��箇所の範囲確認調査を実施しており、これにより調査地域内における周知の埋蔵文化

財の分布状況、性格やその範囲について、より詳細に把握することができ、新規の埋蔵文化財包蔵地の検

討に必要な資料も得られたと思う。しかしながら瀬長島内の範囲確認調査を実施するにあたっては、国土

交通省大阪航空局那覇空港事務所より一部の地域で重機使用の制限が課せられた状況下等での調査であっ

たため、４ｍ四方や２ｍ四方といったごく小規模な調査面積では、検出された遺構や確認された堆積層の

性格・範囲、時期について判断することは困難を極めた。本調査は、範囲確認調査のため調査面積が限ら

れているが、他遺跡との比較を行いながら、ここで、これまでの調査の成果を整理して若干の要点に触れ

総括としたい。

範囲確認調査の方法は、瀬長島を通る世界測地系の南北の座標軸を基軸として��ｍメッシュを基本に調

査地域の地形や聞き取り調査の資料を考慮して重機掘削や手掘調査により範囲確認調査を実施してきた。

戦後、��年余り米軍基地として島内に施設が建設され、返還時に埋められた同施設に架かったものは試掘

坑の状況を見て調査が不可能な場合は、調査の継続を断念した。よって当初想定していた調査結果を得ら

れない地区もあった。また、私有地の瀬長ファミリーランドと戦後、米軍によって埋め立てられてできた

南西側の国有地については、調査対象から割愛した。

基本層序については、調査概要の項でも述べたように、あ地区からか地区の調査成果から、各調査区域

に共通するⅠ層からⅧ層までの堆積層が確認されている。そのうち琉球石灰岩（Ⅶ層）を基盤層とする地

区は、え地区からお地区の第２丘陵面で確認することができた。また、島尻層群豊見城層（Ⅷ層）を基盤

層とする地区は、丘陵下の旧海岸線のう地区と丘陵頂上部のか地区、第２丘陵面のお地区西側の一部で確

認することができた。その他のあ地区、い地区では、米軍の造成の影響を大きく受けていた。

遺構はピット群及び土坑が確認された。ピット群は第２丘陵面のお地区���－イ、���－ス、丘陵下の

旧海岸線のう地区	�
－テ・トで検出されている。また、土坑はピット群が検出されたお地区���－ス、

う地区	�
－トで検出された。瀬長グスクがあった丘陵より一段低い第２丘陵面であるお地区の���－イ、

���－スで遺構が確認されたことは、大きな成果といえる。このことにより、瀬長グスクの東側にグスク

に関係のある何らかの建物があったということが窺える。また、旧海岸線のう地区	�
－トで確認され

た遺構も瀬長グスクに関係が深いものと考えられるが、しかし、いずれも調査面積が限られていたので建

物のプランを把握することはできなかった。

出土遺物はグスク時代に属する遺物が殆どであった。陶磁器から年代観を見ると、�
�代～���代の青

磁、白磁、染付等が得られた。産地別に見ると中国産が圧倒的であり、その他、タイ産や肥前系の陶磁器

が出土した。遺物の出土量・種類等から�
�～���代が本遺跡の活況を呈したものと思われる。出土遺物

で特に興味深いものとしては、豊見城市では初めての出土となる高麗系瓦が２点出土したことである。２

点とも高麗系瓦の天瓦であり、何らかの意図があって持ち込まれたと思われるが、今後の資料の追加を待

ち、あらためて検討していきたい。

動物遺体も注目される資料である。グスク時代の代表的な遺跡である今帰仁城跡では、篩水洗を行った

貴重なデータが得られている。これによると今帰仁城跡では、前時代と比較して大型の魚類が捕獲されて

おり、シイラ科などの魚種も見られるようになる。これは、按司階級と一般民衆との食生活の差として捉

えられている。しかしながら、瀬長グスクにおいては、顕著に大型の魚種や固体は認められず、ブダイ科、

ベラ科、ハタ科を中心とした、リーフ内での漁労形態が見て取れる。その一方で、ウシやリュウキュウイ

ノシシ
ブタといった、本来島内には生息しない動物が確認され、食糧として本島側から運びこまれたも

のと考えられる。その点では、按司階級として食生活が成り立っているといえる。（註１）

また、貝類遺体も注目される資料と考えられる。瀬長グスク形成当時の自然環境を垣間見ることができ

る。今回の調査で確認された貝類の生息環境は幅広く、広大で豊かに保たれていた海岸環境を利用してい

－���－



たと考えられる。

文献からみた瀬長グスクについて「第２章第３節歴史的環境」で触れているので紹介したい。

瀬長グスクについては、『琉球国由来記』（����）には、「瀬長按司ハ王位の御婿ニテ･･･（巻八・那

覇由来記イベガマノ事）」とあり、また、「往古ハ瀬長按司居住ノ跡アリ･･･（巻十二・各処祭祀）」と

瀬長按司がいたグスクであったとする記述がある。『琉球国旧記』（����）では、「中山王、精兵を発し

て攻め滅ぼす。（巻之五・古城）」とあり、瀬長按司が反乱を起こし、当時の中山王に討ち滅ぼされたと

する記述がある。文献史料と出土した資料をつきあわしてみると、本遺跡のメインの時期の���～���と

合致することがわかった。

おそらく、本遺跡は出土遺物の年代観や文献史料をつきあわすと、グスク時代の短い期間だけ生活が営

まれていたと推察される。

（註�）『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱ』－今帰仁城跡周辺整備事業に伴う緊急発掘調査報告－ �		�年�月

－���－
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